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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ローカルデバイス上にあり、前記ローカルデバイスに結合されたリモートデバイス上に
存在するファイルに対するファイルオペレーションを実行する要求を受信し、前記要求か
らのトランザクションを検索するよう動作可能なリダイレクタであって、前記リダイレク
タは、前記ファイルに関連付けられたファイルシステム識別子（Ｆｉｄ）およびバージョ
ン識別子を含む、前記リモートデバイスからのファイル情報を含む前記ファイルオペレー
ション結果を受信し、コミットされていないトランザクションに関連付けられた既存のＦ
ＣＢを前記要求に対して使用することができるかどうかを判定し、前記ファイルについて
実行されている、前記リダイレクタにより要求されていなかったファイルオペレーション
に応答して、前記リモートデバイスが前記ローカルデバイスへシグナリングすべきことを
、前記要求中に選択的に示すよう構成されたリダイレクタと、
　前記トランザクションをＡＰＩを呼び出して検索し、サーバメッセージブロック（ＳＭ
Ｂ）プロトコルに基づいたプロトコルを使用して送信するためにトランザクション情報を
フォーマットすることによって、マーシャリングするトランザクションマネージャであっ
て、前記リダイレクタが前記マーシャリングされたトランザクション、および、前記リモ
ートデバイスへの前記要求されたファイルオペレーションを送信して、前記ファイルにつ
いて実行されている、前記リダイレクタにより要求されていなかったファイルオペレーシ
ョンを読み出すことを可能とするトランザクションマネージャと
　を備えたことを特徴とするシステム。
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【請求項２】
　前記トランザクションマネージャは、ファイルシステムに一体化されていないことを特
徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記リダイレクタは、前記ファイルに関連付けられた前記Ｆｉｄ情報および前記バージ
ョン識別子情報を含む、前記ファイルに関連付けられたファイル制御ブロック（ＦＣＢ）
を選択的に作成するよう動作可能であることを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記リダイレクタは、既存のＦＣＢを前記要求に対して使用することができるかどうか
について判定する際に、前記要求についてのパスネームおよびトランザクションコンテキ
ストを前記既存のＦＣＢに関連付けられたパスネームと比較するよう動作可能であること
を特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記トランザクションマネージャは、カーネルレベルトランザクションマネージャであ
ることを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記プロトコルは、非トランザクション処理リモートファイルオペレーションをサポー
トすることを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　ローカルデバイス上にあって、結合しているネットワークを経由して、前記ローカルデ
バイス中に存在するファイルについてトランザクション処理ファイルオペレーションに対
するものである要求をリモートデバイスから受信し、前記ファイルに関連付けられたファ
イルシステム識別子（Ｆｉｄ）およびバージョン識別子を前記リモートデバイスへ提供し
、サーバメッセージブロック（ＳＭＢ）プロトコルに基づいたプロトコルを使用して、前
記要求と共に前記トランザクションを送信するよう動作可能なサーバコンポーネントと、
　前記ローカルデバイスにあって、前記リモートデバイスへの前記トランザクション処理
ファイルオペレーションに関連したトランザクションメッセージを通信するよう動作可能
なトランザクションマネージャと、
　前記ローカルデバイスにあって、前記サーバコンポーネントおよび前記トランザクショ
ンマネージャに応答して、前記ファイルについて前記要求されたトランザクション処理フ
ァイルオペレーションを実行するよう動作可能であって、前記リモートデバイスのために
トランザクション処理ファイルオペレーション結果を生成するファイルシステムであって
、前記ファイルについて実行されている、前記リモートデバイスにより要求されていなか
ったファイルオペレーションに応答して、選択的に、前記サーバコンポーネントに前記リ
モートデバイスへシグナリングさせるよう動作可能なファイルシステムと
　を備えたこと特徴とするシステム。
【請求項８】
　トランザクション処理ファイルオペレーションに対する要求を受信するステップと、
　対応するファイルが、ローカルデバイスまたは前記ローカルデバイスに結合されたリモ
ートデバイスにあるかどうかを決定するステップと、
　前記オペレーションに対するトランザクションを検索するステップと、
　前記要求が前記リモートデバイス上のファイルオペレーションに対するものである場合
に、前記要求に対する名前を提供するステップと、
　前記ファイルに関連付けられた前記Ｆｉｄおよび前記バージョン識別子情報を含む、前
記ファイルに関連付けられたファイル制御ブロック（ＦＣＢ）を選択的に作成するステッ
プであって、既存のＦＣＢがコミットされていないトランザクションに関連付けられてい
るかどうかを判定するステップと、
　前記ファイルについて実行されている、前記ローカルデバイス以外のデバイスにより要
求されていたファイルオペレーションに応答して、前記リモートデバイスが前記ローカル
デバイスへシグナリングすべきことを前記要求中に選択的に示すステップと、
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　前記トランザクションをＡＰＩを呼び出して検索し、サーバメッセージブロック（ＳＭ
Ｂ）プロトコルに基づいたプロトコルを使用して送信するためにトランザクション情報を
フォーマットすることによって、マーシャリングするステップと、
　前記ファイルが前記リモートデバイス上にある場合に、前記マーシャリングされたトラ
ンザクションを前記要求と共にネットワーク上で前記リモートデバイスへ送信するステッ
プと、
　前記ファイルについて実行されている、前記ローカルデバイス以外のデバイスにより要
求されていたファイルオペレーションから生じる情報を、前記リモートデバイスから受信
するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記リモートデバイスから受信される前記情報は、ファイル識別子（Ｆｉｄ）およびバ
ージョン識別子を含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　既存のＦＣＢが前記要求に対して使用することができるかどうかを判定する前記ステッ
プは、前記要求に対するパスネームおよびトランザクションコンテキストを前記既存のＦ
ＣＢに関連付けられたパスネームと比較するステップをさらに含むことを特徴とする請求
項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記方法は、カーネルモードで実行されることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記プロトコルは、非トランザクション処理リモートファイルオペレーションをサポー
トすることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　請求項８乃至１２いずれかの方法を実行するコンピュータ実行可能命令をストアしたコ
ンピュター読取り可能記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下に説明する様々な実施形態は、一般にネットワーク通信に関し、より詳細には、そ
れだけには限定されないが、ネットワーク上のトランザクション処理ファイルオペレーシ
ョンを可能にするための方法およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　トランザクションは、長い間、データベースおよびトランザクション処理システムによ
って提供されてきている。トランザクションは、いくつかのオペレーションを１つの原始
的オペレーションに、すなわち個々のオペレーションの結果がともに有効か、または共倒
れとなるというオペレーションのグループに一緒にグループ分けすることによって、アプ
リケーションプログラマにとって望ましい簡略化された失敗モデルを提供する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　もし、ただ１つのオペレーションが失敗する場合には、そのグループ中におけるすべて
のオペレーションの効果は、そのトランザクションに関連するオペレーション数にかかわ
らず、「元に戻され（ｕｎｄｏｎｅ）」、あるいはロールバックされる。オペレーション
の間のこの連帯（ｓｏｌｉｄａｒｉｔｙ）は、失敗の数がいくつの場合においても適用さ
れ、結局のところ各トランザクション処理システムは、これらのオペレーションのすべて
が適用されている、あるいは、これらのオペレーションのいずれも適用されていないとい
う２つの状態の内の、どちらか一方の状態に至る。
【課題を解決するための手段】
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【０００４】
　記載される様々な実施形態の態様によれば、ネットワーク上でファイルオペレーション
をトランザクション処理する方法およびシステムが提供される。一態様によれば、コンピ
ューティングプラットフォーム（すなわち、クライアント）は、ネットワークを介して、
別のコンピューティングプラットフォーム（すなわち、サーバ）上のファイルに遠隔でア
クセスすることができる。この態様によれば、これらクライアントおよびサーバはそれぞ
れ、ＴＭ（ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎ　ｍａｎａｇｅｒトランザクションマネージャ）およ
びＦＳ（ｆｉｌｅ　ｓｙｓｔｅｍファイルシステム）を含んでいる。このクライアントは
、ＲＤＲ（ｒｅｄｉｒｅｃｔｏｒリダイレクタ）も含んでいるが、このサーバは、ＳＲＶ
（ｓｅｒｖｅｒ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔサーバコンポーネント）を含んでいる。
【０００５】
　動作中においては、ＲＤＲは、リモートトランザクション処理ファイルオペレーション
（ｒｅｍｏｔｅ　ｔｒａｎｓａｃｔｅｄ　ｆｉｌｅ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）の要求を受信
する。この要求に応答して、ＲＤＲはこの要求からのトランザクションについて調べ、（
例えば、一実施形態におけるこのＴＭによって）サーバへ送信するためにこのトランザク
ションをマーシャリングする。次いでＲＤＲは、ネットワーク上でこのトランザクション
情報（例えば、一実施形態においてはマーシャリングブロブ（ｍａｒｓｈａｌ　ｂｌｏｂ
））をサーバに送信する。ＳＲＶはトランザクション情報を受信し、次いでサーバのＴＭ
およびＦＳは、トランザクション情報を使用してファイルオペレーションを実施する。次
いで、サーバはネットワークを介してファイルオペレーションの結果をクライアントに返
送する。
【０００６】
　他の態様においては、ＲＤＲは、１つのファイルに対して複数のリモートファイルオペ
レーショントランザクションがオープンであるようにすることができる。ＲＤＲがトラン
ザクション処理リモートファイルオペレーションを求める新しい要求を受信するとき、Ｒ
ＤＲは、リモートファイルの「ダーティ（ｄｉｒｔｙ）」バージョン（すなわち、書き込
まれているバージョン）が、クライアント上で知られているかどうかを判定する。次いで
、ＲＤＲはファイルについて元のバージョンの代わりに、新しい要求に対するダーティバ
ージョンを使用する。一部の実施形態においては、ＲＤＲは、１つのトランザクション処
理されたライトオペレーションが所与のファイルについて一時にオープンであることを可
能にするだけである。
【０００７】
　さらに他の態様においては、ＲＤＲは、トランザクション処理されたリモートファイル
オペレーションを求める新しい要求は、クライアント上ですでに知られているファイル情
報を使用することができるかどうかを判定する。この同じファイル情報を使用することが
できる場合に、ＲＤＲは、このファイル情報のもう１つのコピーを記憶する代わりにこの
同じファイル情報を使用する。
【０００８】
　さらに他の態様においては、ＲＤＲは、所与のリモートファイルについてのトランザク
ションに便宜的ロックを関連づけることができる。一実施形態においては、このロックは
、ローカルサーバがファイルにアクセスすることを妨げないが、サーバに、ロックが解除
されているというメッセージをクライアントに対して送信させる。次いで、トランザクシ
ョン処理リモートファイルオペレーションを求める新しい要求が、クライアント中にすで
にキャッシュされているファイル情報を使用することができるかどうかを判定するに際し
、ＲＤＲは所与のファイルについてロックが解除されたかどうかを検査することができる
。
【０００９】
　非限定的で非網羅的な実施形態について、以下の図を参照しながら説明する。別に指定
をしていない限り、様々な図面全体にわたって、同一の参照番号は同一の要素を示してい
る。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　実施例のネットワーク環境
　前述のように、トランザクションは、データベースおよびトランザクション処理システ
ムにおいて使用されてきているが、以下の実施形態においては、トランザクションは、リ
モートファイルオペレーションのために使用される。図１は、クライアントがネットワー
ク１０１を介してクライアント上でファイルオペレーションをトランザクション処理する
ことができるシステム１００を示している。図１の実施例のネットワーク環境においては
、クライアント装置と呼ぶこともできる複数のクライアントコンピューティングデバイス
１０５、１１０、１１５、および１２０が、ネットワーク１０１を介して少なくとも１つ
のサーバ装置１２５に結合されている。ネットワーク１０１は、有線ネットワークおよび
／または無線ネットワークを含むことができる様々な従来のネットワークトポロジおよび
タイプのいずれをも表すことが意図されている。ネットワーク１０１はさらに、パブリッ
クプロトコルおよび／または独自開発プロトコルを含めて、様々な従来のネットワークプ
ロトコルのうちのいずれをも利用することができる。ネットワーク１０１は、例えばイン
ターネット、ならびに場合によっては１つまたは複数のＬＡＮ（ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　
ｎｅｔｗｏｒｋローカルエリアネットワーク）、ＷＡＮ（ｗｉｄｅ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗ
ｏｒｋワイドエリアネットワーク）などの少なくとも一部分を含むことができる。
【００１１】
　クライアント装置１０５は、それだけには限定されないが、デスクトップＰＣ（ｐｅｒ
ｓｏｎａｌ　ｃｏｍｐｕｔｅｒパーソナルコンピュータ）、ワークステーション、メイン
フレームコンピュータ、インターネットアプライアンス、およびゲーミングコンソール（
ｇａｍｉｎｇ　ｃｏｎｓｏｌｅ）を含めて様々な従来のコンピューティングデバイスのう
ちのいずれも含むことができる。さらに、ネットワーク１０１に関連するクライアント装
置は、有線リンクおよび／または無線リンクによってネットワーク１０１と情報をやりと
りすることができるＰＤＡ（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ携
帯型個人情報端末）１１０、ラップトップコンピュータ１１５、およびセルラ電話１２０
などを含むことができる。さらにまた、１つまたは複数のクライアント装置１０５、１１
０、１１５、および１２０は、これら同じタイプのデバイス、または代わりの異なるタイ
プのデバイスを含むことができる。
【００１２】
　サーバ装置１２５は、コンピューティングデバイス１０５、１１０、１１５および１２
０に対して、様々なデータおよび／または機能のうちのいずれも提供することができる。
このデータは、パブリックに利用可能であり、あるいは代わりに制限されることもあり、
例えばあるユーザだけに制限され、または適切な料金が支払われる場合にしか利用可能で
ないなどのこともある。
【００１３】
　サーバ装置１２５は、ネットワークサーバ、およびアプリケーションサーバ、またはそ
の両者による組合せのうちの少なくとも１つである。サーバ装置１２５は、コンテンツの
ソースとなる任意のデバイスであり、クライアント装置１０５、１１０、１１５および１
２０は、このようなコンテンツを受信する任意のデバイスを含んでいる。したがって、ピ
アツーピアネットワークにおいて、このコンテンツのソースとなるこのデバイスは、サー
バ装置と呼ばれ、このコンテンツを受信するデバイスは、クライアント装置と呼ばれる。
両方のタイプの装置は、本明細書中で説明される実施形態の例に従って、オペレーティン
グシステムおよびアプリケーションを含めて、ソフトウェアプログラムをロードし実行す
ることが可能である。さらに、データおよび機能は、クライアント装置１０５、１１０、
１１５および１２０の間で共有することができる。すなわち、サーバ装置１２５だけが、
各クライアント装置に対するデータおよび／または機能のソースであるというわけではな
い。
【００１４】
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　データソース１３０または１３５において、オペレーティングシステムおよびアプリケ
ーションを含めてソフトウェアプログラムが、実行するためにサーバ装置１２５またはク
ライアント装置１０５、１１０、１１５、および１２０のうちのどれか１つのために作成
され、かつ／またはそのどれか１つに対して提供される。一貫性をもたせるために、以下
の説明では、当技術分野において知られているように、単独または組合せのいずれでも、
少なくともソフトウェアプログラム、オペレーティングシステム、およびアプリケーショ
ンのどれかを包含する「アプリケーション」と呼ばれている。さらに、これらのアプリケ
ーションは、データソース１３０からのものとしてオフラインで、または、データソース
１３５からのものとしてオンラインで、サーバ装置１２５に対して配布される。さらにま
た、これらのアプリケーションは、一般にサーバ装置１２５またはデータソース１３５か
らオンラインでクライアント装置１０５、１１０、１１５、および１２０に対して配布さ
れる。これらのオフラインによる配布のための手段および方法についても同様に知られて
いる。
【００１５】
　以下で説明する様々な実施形態によれば、共に装置１０５、１１０、１１５、１２０、
１２５における、またはそれらの中にあるデータおよび機能の少なくとも１つの配布は、
トランザクションとして実装することができる。より詳細には、トランザクションは、図
１の実施例のように、デバイス１０５、１１０、１１５、１２０、１２５のうちの１つの
内部においてまたはネットワーク環境の中において、１つの原子的オペレーションとして
同期してまたは非同期で実行されるオペレーションのグループである。このネットワーク
上で実施されるトランザクション処理リモートファイルオペレーションの実施例について
、図２～図７とともに以下にさらに詳細に説明する。
【００１６】
　トランザクション処理リモートファイルオペレーション
　図２は、図１におけるシステム１００中の（例えば、デバイス１０５、１１０、１１５
、１２０、１２５から選択される）２つのデバイスのコンポーネントを示している。これ
らは、トランザクション処理リモートファイルオペレーションのためのクライアント２０
２およびサーバ２０４として動作する。この実施形態においては、クライアント２０２も
サーバ２０４も共に、あるバージョンのＭｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）Ｗｉｎｄｏｗｓ
（登録商標）オペレーティングシステムを使用している。他の実施形態においては、異な
るオペレーティングシステムを使用することができる。
【００１７】
　この実施形態においては、クライアント２０２は、アプリケーション２１２、Ｉ／Ｏ（
ｉｎｐｕｔ／ｏｕｔｐｕｔ入出力）マネージャ２１４、ファイルシステム（ＦＳ）２１６
、リダイレクタセレクタ（ｒｅｄｉｒｅｃｔｏｒ　ｓｅｌｅｃｔｏｒ）２１８、トランザ
クションマネージャ（ＴＭ）２２２、およびリダイレクタ（ＲＤＲ）２２０を含んでいる
。この実施形態において、サーバ２０４は、サーバコンポーネント（ＳＲＶ）２３４、Ｉ
／Ｏマネージャ２１４Ａ、ＦＳ２１６ＡおよびＴＭ２２２Ａを含んでいる。この実施形態
において、クライアント２０２およびサーバ２０４は、ネットワーク１００（図１）を介
して互いに情報をやりとりすることができる。一部の実施形態においては、これらのコン
ポーネントは、ソフトウェアにより実装される。
【００１８】
　この「Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）」の実施形態において、Ｉ／Ｏマネージャ２１４お
よび２１４Ａ、ならびにＦＳ２１６および２１６Ａは、ＮＴＦＳ（ＮＴ　ｆｉｌｅ　ｓｙ
ｓｔｅｍＮＴファイルシステム）によって実装され、リダイレクタセレクタ２１８は、Ｍ
ＵＰ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ＵＮＣ　ｐｒｏｖｉｄｅｒ複数ＵＮＣプロバイダ）によって実
装され、ここでＵＮＣは、Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｎａｍｉｎｇ　Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ（汎用
名前付け規則）の頭字語である。したがって、リダイレクタセレクタ２１８は、本明細書
中においてＭＵＰ２１８とも呼ばれる。さらに、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）Ｗｉｎ
ｄｏｗｓ（登録商標）オペレーティングシステムのＲＤＲおよびＳＲＶが、（追加機能と
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ともに）それぞれＲＤＲ２２０およびＳＲＶ２３４を実装する。このＭｉｃｒｏｓｏｆｔ
（登録商標）Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）オペレーティングシステムのＲＤＲおよびＳＲ
Ｖに対する追加機能の一例については、以下で説明する。さらにまた、この実施形態にお
いて、ＴＭ２２２およびＴＭ２２２Ａは、この実施形態の例においてはカーネルレベルト
ランザクションマネージャとして実装され、以下にさらに詳細に説明する。他の実施例に
おいては、異なるＩ／Ｏマネージャ、ファイルシステム、リダイレクタセレクタ、ＴＭ、
および／またはＲＤＲを使用することもできる。
【００１９】
　図３は、クライアント２０２とサーバ２０４の間のトランザクション処理リモートファ
イルオペレーション（図２）についての実施例の処理フローを示している。図２および図
３を参照すると、トランザクション処理リモートファイルオペレーションは、一実施形態
によれば、以下のように実施される。
【００２０】
　ブロック３０２において、ＲＤＲ２２０は、サーバ２０４中に存在するファイルに対す
るトランザクション処理ファイルオペレーションに対する要求を受信する。典型的なファ
イルオペレーションは、新しいファイルを作成する工程、ファイルを読み取る工程、ファ
イルを書き込む工程、ファイルをコピーする工程、ファイルの名前を変更する工程などを
含んでいる。この実施形態においては、トランザクション処理ファイルオペレーションを
求める要求は、アプリケーション２１２によって生成さる。このアプリケーションは、図
２に示すようにユーザレベルのアプリケーションである。この要求は、トランザクション
コンテキストについてのフィールドを含む構造を使用する。この要求は、Ｉ／Ｏマネージ
ャ２１４によって受信され、このＩ／Ｏマネージャは、この要求がローカルファイルに対
するものか、それともリモートファイルに対するものかを判定する。この実施形態におい
ては、Ｉ／Ｏマネージャ２１４は、このＭｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）Ｗｉｎｄｏｗｓ
（登録商標）オペレーティングシステムの標準コンポーネントである。例えば、アプリケ
ーション２１２は、（＼＼ｓｅｒｖｅｒ＼ｓｈａｒｅ＼ｓｕｂｄｉｒｅｃｔｏｒｙ＼ｆｉ
ｌｅｎａｍｅの形式の）このＵＮＣネームを用いて、Ｉ／Ｏマネージャ２１４への呼び出
しを介して、この要求を行うことができる。次いでＩ／Ｏマネージャ２１４は、この要求
をＭＵＰ２１８に渡す。トランザクションについては複数のハンドルが存在し、所与のフ
ァイルについては複数のトランザクションが存在することができる。他方、この要求がこ
のクライアント上のファイルに対するものである場合には、Ｉ／Ｏマネージャ２１４は、
標準的な方法によって、この要求をＮＴＦＳ２１６に渡すはずである。
【００２１】
　次いでＭＵＰ２１８は、この要求を実施するために必要とされるリダイレクタを見つけ
る。このケースにおいては、このリダイレクタは、ＲＤＲ２２０である。この実施形態に
おいて、ＭＵＰ２１８は、このＭｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商
標）オペレーティングシステムの標準コンポーネントである。この実施形態においては、
ＲＤＲ２２０は、このＭｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）オペ
レーティングシステムＲＤＲの１つのバージョンであり、追加部分を用いることにより、
このＲＤＲは、ＴＭ２２２と対話してトランザクションを実施することができる。この追
加部分は例えば、要求からトランザクション処理ファイルオペレーションについてのトラ
ンザクションコンテキストを検索し、トランザクション処理ファイルオペレーションにつ
いてのＦＣＢを割り当て、ネットワーク上でトランザクションをリモートデバイスに送信
し、（ファイル識別子およびバージョン識別子を含めて）これらのトランザクション処理
ファイルオペレーションについての応答を受信し、ＴＭ２２２の指示の下にトランザクシ
ョンオペレーションを実施し、ＲＤＲ２２０がトランザクションの状態に関して通知され
続けることができるようにするためにＴＭ２２２とともにリソースマネージャとして積極
的に参加する（エンリスト：ｅｎｌｉｓｔ）機能を含んでいる。一部の実施形態において
は、ＲＤＲ２２０は、同時係属の同一出願人による「Transactional File System」とい
う名称の２０００年３月３０日に出願の、米国特許出願第０９／５３９，２３３号明細書
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および米国出願番号［整理番号第ＭＳ１－１７８１ＵＳ］に説明されているように実装さ
れる。リソースマネージャとして積極的に参加すること（ｅｎｌｉｓｔｉｎｇ）について
は以下で説明する。ＲＤＲ２２０は、このトランザクションをバッファリングするための
リソース、キャッシュマップ、ＦＣＢ（ｆｉｌｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｂｌｏｃｋファイル
制御ブロック）、ＦＯＢＸ（ｆｉｌｅ　ｏｂｊｅｃｔ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎファイルオブ
ジェクト拡張部分）、およびこのトランザクションおよび要求を処理するために必要な他
の構造を含んでいる。
【００２２】
　ブロック３０４において、ＲＤＲ２２０は、ＴＭ２２２からこのトランザクションを検
索し、このトランザクションをサーバ２０４に送信するためにマーシャリングする。一実
施形態においては、ＲＤＲ２２０は、ＴＭ２２２によって表示される（その実施形態につ
いて以下で説明している）ＡＰＩを呼び出すことによってこのトランザクションを検索し
、トランザクションをサポートするように拡張されている１つのバージョンのＳＭＢプロ
トコルを使用して送信するためにこのトランザクション情報（例えば、マーシャリングブ
ロブ）をフォーマットすることによってこのトランザクションをマーシャリングする。例
示の一実施形態のＳＭＢ拡張部分については、表１～表３とともに以下で要約している。
ブロック３０６において、ＲＤＲ２２０は、矢印２３６で示すようにこのトランザクショ
ンおよびこの要求をサーバ２０４に対して送信する。ブロック３０８において、ＲＤＲ２
２０は、サーバ２０４からこのファイルオペレーションの結果を受信する。例えば、サー
バ２０４は、前述のファイル識別子およびバージョン識別子を含むこの要求に対する応答
を送信する。この実施形態においては、ＳＲＶ２３４は、このＭｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録
商標）Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）オペレーティングシステムＳＲＶの１つのバージョン
である。追加機能部分を用いることにより、このＳＲＶは、トランザクション処理リモー
トファイルオペレーション中にファイル識別子およびバージョン識別子をクライアントに
対して渡すことを含め、ネットワーク上でクライアントと対話してＳＭＢに対する拡張部
分を使用してトランザクションを実施することができる。
【００２３】



(9) JP 4769191 B2 2011.9.7

10

20

30

【表１】

【００２４】
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【表２】

【００２５】
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【表３－１】

【００２６】
【表３－２】

【００２７】
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【表４】

【００２８】
【表５】

【００２９】
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【表６】

【００３０】
【表７】

【００３１】
　図３Ａは、一実施形態におけるブロック３０２（図３）をさらに詳細に示している。ブ
ロック３１２において、ＲＤＲ２２０は、この要求されたファイルオペレーションについ
てのトランザクションコンテキストを検索する。トランザクション処理リモートファイル
をオープンする際に、ＲＤＲ２２０は、トランザクションがこの要求にすでに関連づけら
れているかどうかを判定する。例えば、一実施形態において、トランザクションはそれを
スレッド（ｔｈｒｅａｄ）にアタッチすることによって要求に関連付けられるが、他の実
施形態においては、異なる方法を使用してトランザクションを要求に関連づけることがで
きる。一実施形態においては、ＲＤＲ２２０は、この要求がそれに関連づけられたトラン
ザクションハンドルを有するかどうかを確かめることによってこのオペレーションを実施
する。関連づけられたトランザクションハンドルを有する場合には、この要求は、その既
存のトランザクションに加え（ｊｏｉｎ）られる。有していない場合には、ＲＤＲ２２０
は、非トランザクション処理要求に対する標準的な方法でこの要求を処理する。
【００３２】
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　次いで、ＲＤＲ２２０は、この要求にＦＣＢを割り当てる。前述のように、複数の要求
を有する複数のトランザクションが、所与のファイルをオープンすることもある。したが
って、ブロック３０２（図３）の一実施形態においては、ＲＤＲ２２０が既存のＦＣＢを
この要求に対しても使用できるかどうかについて判定するブロック３１４が、実行される
。この実施形態において、ＲＤＲ２２０は、この要求のファイル（すなわち、パスネーム
）およびこの要求を作るスレッドに関連付けられたこのトランザクションコンテキストが
、既存のＦＣＢのこれらとマッチングするかどうかを確認する。例えば、第２の要求の処
理中に、この同じファイルの２つの書込みオペレーションが、同じトランザクション中で
要求されたとする場合には、この第１の要求のために既にＦＣＢが存在しているはずであ
る。両方のオペレーションが共に書込みオペレーションであるので、この同じＦＣＢを両
者に対して使用することができる。
【００３３】
　ブロック３１４において、ＲＤＲ２２０が、ＦＣＢが同じトランザクションコンテキス
トならびに同じファイル（すなわち、パスネーム）および同じバージョンと共に存在する
と判定する場合には、ブロック３１６において、既存のＦＣＢがこの要求に対して使用さ
れる。一部の実施形態において、ＲＤＲ２２０は、最新バージョンを有するＦＣＢを使用
することになる。例えば、ファイルの読取りオペレーションがこの同じファイルのコミッ
トされていない書込みオペレーションに続く場合、ＲＤＲ２２０は、この書込みオペレー
ションが現在使用しているファイルのこのバージョンを使用することになる。このアプロ
ーチによって、キャッシングのさらに効率的な使用が可能になる。
【００３４】
　しかし、ブロック３１４において、この要求に対する既存のＦＣＢを使用することがで
きない場合には、ブロック３１８においてＲＤＲは、この要求に対して新しいＦＣＢを作
成する。代替的な実施形態においては、新しいＦＣＢが、要求ごとに作成される。
【００３５】
　図４は、この同じファイルに対するコミットされていない複数のトランザクション処理
要求の一例を示している。図４に示すように、オペレーション４０１は、ファイルの読取
りオペレーションを求める要求に対応する。すなわち、このファイルオペレーションは、
「読取りのためにオープンする」オペレーションである。オペレーション４０１は、ハン
ドルＨ１と、このハンドルに関連付けられたトランザクションＴ１を有する。ＲＤＲ２２
０（図２）が要求するこのファイルのバージョンは、バージョンＡとして示される。これ
がこのファイルに対しての最初のコミットされていないトランザクションであると想定す
ると、バージョンＡが、サーバ２０４（図２）から読み出され、クライアント２０２（図
２）中にキャッシュされる。
【００３６】
　後の時刻において、オペレーション４０２がこの同じファイルに対して要求される。こ
の例においては、オペレーション４０２も読取りオペレーションであり、ハンドルＨ２お
よびトランザクションＴ２を有する。このトランザクションは、オペレーション４０１の
トランザクションとは異なるので、ＲＤＲ２２０は、この場合にもサーバ２０４からこの
ファイルのバージョンＡが読み出される。
【００３７】
　この例においては、次いでオペレーション４０３が、オペレーション４０２と同じトラ
ンザクションにおいてこの同じファイルに対して要求される。したがって、オペレーショ
ン４０３はハンドルＨ３を有し、トランザクションＴ２に結合（ｊｏｉｎ）される。しか
し、この例においては、オペレーション４０３は書込みオペレーションであり、したがっ
てＲＤＲ２２０は、このファイルのバージョンＢをローカルに記憶している（例えば、キ
ャッシュしている）。バージョンＢは、時として「ダーティバージョン」と呼ばれること
がある。
【００３８】
　次いでオペレーション４０４が、オペレーション４０２および４０３と同じトランザク
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ションにおいて、この同じファイルに対して要求される。したがって、オペレーション４
０４はハンドルＨ４を有し、これもまたトランザクションＴ２に結合される。この例にお
いては、オペレーション４０４は読取りオペレーションである。この実施形態においては
、ブロック３１４（図３Ａ）の結果により、ＲＤＲ２２０は、オペレーション４０４に対
するバージョンＢを記憶しており、おそらくはキャッシュしていることになる。
【００３９】
　次いで、オペレーション４０５が、異なるトランザクションにおいてこの同じファイル
に対して要求される。したがって、オペレーション４０５はハンドルＨ５を有し、新しい
トランザクションＴ３に関連付けられる。このトランザクションは、以前のオペレーショ
ンのトランザクションとは異なるので、一実施形態において、ＲＤＲ２２０は、この場合
にもこのファイルのバージョンＡをサーバ２０４から読み出す。他の実施形態においては
、ＲＤＲ２２０はサーバ２０４（図２）を調べなくても、依然としてバージョンＡが現行
バージョンであることを認識しており、この「ローカル」バージョンＡを使用する。例え
ば、この代替的な実施形態では、便宜的ロックを使用してサーバ２０４中に存在するこの
ファイルのどのようなより新しいバージョンについても知ることができるようになる。す
なわち、ＲＤＲ２２０は、サーバ２０４上のファイルに対する書込みを妨げることのない
便宜的ロックを、このファイルに関連付けることができるが、サーバ２０４が、このロッ
クが解除されたことをＲＤＲ２２０にシグナリングするようにする。このようなケースに
おいては、次いでＲＤＲ２２０は、バージョンＡはもはや最新のバージョンではないこと
を知るはずである。さらに他の実施形態においては、ＲＤＲ２２０は、サーバ２０４に照
会してこのファイルの最新バージョンを決定し、次いでこの最新のバージョンに関連付け
られた既存のＦＣＢを再使用することができる。
【００４０】
　次いで、オペレーション４０６において、トランザクションＴ２がコミット（ｃｏｍｍ
ｉｔ）される。これは、サーバ２０４上でバージョンを変更する効果を有する。サーバ２
０４上に記憶されたこの新しいバージョンは、バージョンＣとして示される。前述したよ
うに、ＲＤＲ２２０は、すべてのリモートトランザクション中にリソースマネージャとし
て積極的に参加（エンリスト）するので、ＲＤＲ２２０は、サーバ２０４がこのファイル
の新しいバージョンを有することを学習する。
【００４１】
　次いで、オペレーション４０１と同じトランザクションにおいてこの同じファイルに対
して、オペレーション４０７が要求される。したがって、オペレーション４０７はハンド
ルＨ６を有し、トランザクションＴ１に結合される。しかし、ＲＤＲ２２０はサーバ２０
４上のこのファイルのバージョンＣを知っているので、ＲＤＲ２２０は、このオペレーシ
ョンに対するバージョンＣを記憶しており、おそらくキャッシュしている。一部の実施形
態においては、ＲＤＲ２２０は、サーバ２０４からバージョンＣを読み出す。
【００４２】
　同様に、オペレーション４０５と同じトランザクションによってこの同じファイルに対
して、オペレーション４０８が要求されるとき、オペレーション４０８はハンドルＨ７を
有し、トランザクションＴ３に結合される。この場合にも、ＲＤＲ２２０がサーバ２０４
上のこのファイルのバージョンＣについて知っているので、ＲＤＲ２２０は、このオペレ
ーションに対するバージョンＣを記憶しており、おそらくキャッシュしている。
【００４３】
　図５は、一実施形態に従って、クライアント２０２（図２）からのキャッシュされたデ
ータがどのようにしてサーバ２０４（図２）にフラッシュされるの（すなわち、永続的に
記憶される）かを示している。図２および図５を参照すると、クライアント２０２は、一
実施形態によれば、以下で説明するようにサーバ２０４にデータをフラッシュする。
【００４４】
　ブロック５０２において、このデータを生成するアプリケーションは、呼出しを行うか
、あるいはこのトランザクションをコミットする要求を発行する。この呼出しまたは要求
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は、ＴＭ２２２に渡される。それに応答して、ＴＭ２２２は、（この実施例のトランザク
ションマネージャに関して以下で説明する）プリプリペア通知（Ｐｒｅ－ｐｒｅｐａｒｅ
　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を生成する。
【００４５】
　この実施形態において、ＲＤＲ２２０は、ブロック５０４に示すようにＴＭ２２２から
このプリプリペア通知を受信する。それに応答してＲＤＲ２２０は、このネットワークを
介してこのデータをＳＲＶ２３４に対してフラッシュする。ＳＲＶ２３４は、次にこのデ
ータをＮＴＦＳ２１６Ａに渡す。これらのオペレーションは、ブロック５０６によって示
される。一部の実施形態においては、サーバ２０４のＴＭ２２２Ａは、いつこのプリプリ
ペアオペレーションが完了するかについてＲＤＲ２２０にシグナリングする。ブロック５
０４およびブロック５０６は、（実施例のトランザクションマネージャに関して以下で説
明する）プリペア（Ｐｒｅｐａｒｅ）オペレーションが実施されるよりも前に、サーバ２
０４上に書き込まれるべきクライアント２０２からのデータが、サーバ２０４上に存在し
ていることを確実にする。
【００４６】
　ブロック５０８において、ＲＤＲ２２０は、（実施例のトランザクションマネージャに
関して以下で説明する）プリペア通知をＴＭ２２２から受信する。一実施形態においては
、ＲＤＲ２２０は、このプリペア通知に応答してプリペア通知メッセージをサーバ２０４
に送信し、このプリペア通知は、ＴＭ２２２Ａに渡される。次にＴＭ２２２Ａは、このプ
リペア通知をＮＴＦＳ２１６Ａに渡す。これらのオペレーションは、ブロック５１０およ
び５１２によって示される。このプリペア通知は、クライアント２０２およびサーバ２０
４が、このデータをコミットするか、またはロールバックすることができるような方法で
、このデータを記憶するようにする。一部の実施形態においては、サーバ２０４のＴＭ２
２２Ａは、ＲＤＲ２２０へ、いつこのプリペアオペレーションが完了するかをシグナリン
グする。次いで、このデータは、ブロック５１４で示すように、標準の２相コミットオペ
レーション（例えば、このトランザクションをコミットし、または、中止するオペレーシ
ョン）を使用して処理される。
【００４７】
　以上では、トランザクションマネージメントは、別々のＴＭコンポーネント（すなわち
、ＴＭ２２２およびＴＭ２２２Ａ）を使用して実施されるものとして説明しているが、他
の実施形態においては、このトランザクションマネージメントインフラストラクチャは、
このファイルシステムインフラストラクチャに一体化することができる。さらに、このよ
うな一体化された実施形態においては、これらのトランザクションメッセージ（例えば、
以下で説明するようにプリプリペア（ＰｒｅＰｒｅｐａｒｅ）、プリペア（Ｐｒｅｐａｒ
ｅ）、コミット（Ｃｏｍｍｉｔ）、アボート（Ａｂｏｒｔ）など）は、この伝送チャネル
上をファイルメッセージと共に流れる。
【００４８】
　実施例のトランザクションマネージャ
　図６は、一実施形態による、トランザクションを実施する際に使用されるコンポーネン
トを示している。特定のトランザクションを構成するオペレーションのグループは、少な
くとも当業者には「原子性（ａｔｏｍｉｃｉｔｙ）」、「一貫性（ｃｏｎｓｉｓｔｅｎｃ
ｙ）」、「隔離性（ｉｓｏｌａｔｉｏｎ）」、および「永続性（ｄｕｒａｂｉｌｉｔｙ）
」を含む頭字語「ＡＣＩＤ」として知られている特性を、全体として有している。より詳
細には、トランザクションの各オペレーションからもたらされるデータの更新は、すべて
不変であるか、あるいはどれも不変でなく（原子性）、トランザクションは、基礎をなす
データを一貫した状態にし（一貫性）、トランザクション更新の効果は、全体のトランザ
クションが不変となるまでは他の同時に実行されるオペレーションから見えず（隔離性）
、またトランザクションに対する結果が決定された後は、この結果は決して変化しないこ
とが保証される（永続性）。
【００４９】
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　図６のカーネルレベルのトランザクションマネージメントの実施例は、複数の装置に関
与する分散トランザクションの実施例を対象としており、トランザクションに期待される
「ＡＣＩＤ」特性を保持している。さらに、図６の実施例は、カーネルオブジェクトを参
照しているが、この実施例は、決してカーネルオブジェクトによって実装されるトランザ
クションだけに限定されるものではない。より詳細には、本明細書中で説明するトランザ
クションは、カーネルオブジェクト以外のオブジェクトによっても実装することができ、
また異なるタイプのトランザクションマネージャによっても実装することができる。
【００５０】
　図６において、クライアントアプリケーション６００に対応するトランザクションは、
少なくとも第１のデバイス上のトランザクションマネージャ６０５、ならびに第２のデバ
イス上のクライアントアプリケーション６００Ｂおよびトランザクションマネージャ６３
５を利用している。クライアントアプリケーション６００Ｂは、クライアントアプリケー
ション６００に関連付けられている。互いに情報をやりとりするトランザクションマネー
ジャ６０５および６３５は、全体のトランザクションおよびリソースについての状態情報
を保持し、さらにクライアントアプリケーションと関連するＲＭ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｍ
ａｎａｇｅｒリソースマネージャ）の間で相互作用またはプロトコルを調整することがで
きるカーネルオブジェクトの集合体とすることができる。
【００５１】
　図６の実施例におけるＲＭ６２５およびＲＭ６３０を含めてリソースマネージャは、デ
ータを永続的状態に記憶することができる少なくとも１つの基礎をなすリソースの状態を
保持する。このようなリソースの非排他的な実施例は、データベースおよびメッセージキ
ュー（ｍｅｓｓａｇｅ　ｑｕｅｕｅ）を含んでいる。図６の実施形態の例の第１のデバイ
スにおいて、ＲＭ６２５はリソース６２７に対応し、ＲＭ６３０はリソース６３２に対応
し、第２のデバイスにおいて、ＲＭ６５５はリソース６５７に対応する。
【００５２】
　図６に示すように、第１のデバイス上のトランザクションマネージャ６０５は、以下の
カーネルオブジェクト：ＴＸ（ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎ　ｏｂｊｅｃｔトランザクション
オブジェクト）６１０、ＲＭＯ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｍａｎａｇｅｒ　ｏｂｊｅｃｔリソ
ースマネージャオブジェクト）６１５、およびＥＮ（ｅｎｌｉｓｔｍｅｔ　ｏｂｊｅｃｔ
エンリストメントオブジェクト）６２０を含んでおり、第２のデバイス上のトランザクシ
ョンマネージャ６３５は、以下のカーネルオブジェクト：ＴＸ６４０、ＲＭＯ６４５、お
よびＥＮ６５０を含んでいる。ＴＸは特定のトランザクションを表し、このトランザクシ
ョンに参加するプロセスによってオープンにすることができる。
【００５３】
　ＲＭＯは、特定のトランザクションに参加するリソースを表す。トランザクションへの
ＲＭＯによる参加は、２相コミットメッセージを受信することを含んでいる。さらに、Ｒ
ＭＯは永続的であり、その結果、この対応するトランザクションマネージャは、どのトラ
ンザクションの結果が対応するＲＭに伝送されるかを知っている。代わりに、ＲＭＯが過
渡的なこともあり、したがって、失敗を超えて永続的なＲＭＯを管理することなく、クラ
イアントアプリケーションがトランザクション通知のストリームに加入することができる
ようになる。
【００５４】
　ＥＮは、トランザクションとリソースマネージャとの間の関係を表す。リソースマネー
ジャは、ＥＮ上にエンリストメントを作成することによってＥＮがトランザクションに参
加することになることを示す。ＲＭＯが、特定のトランザクションに関して（Ｐｒｅｐａ
ｒｅやＣｏｍｍｉｔなどの）オペレーションを実施するように要求されているときには、
ＲＭＯは、ＥＮを使用して参加を示す。リソースマネージャは、特定のトランザクション
に関して複数のＥＮを有することもできる。
【００５５】
　以下のように、カーネル環境に対して、トランザクションが正常にすべての適切なファ
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イルをアップデートするようにするために実装される２相コミットプロトコルが、図６お
よび図７の実施例を参照しながら説明される。特に、クライアントアプリケーション６０
０が、第１のデバイス上のトランザクションマネージャ６０５に対応するカーネルオブジ
ェクトをオープンし、ＳＲＶ２３４（図２）が、第２のデバイス上のトランザクションマ
ネージャ６３５に対応するカーネルオブジェクトをオープンした後に、「プリペア（ｐｒ
ｅｐａｒｅ）」フェーズ７００が開始され、７０５において、このトランザクション中の
各ＲＭには、対応するトランザクションマネージャからの「プリペア」命令が送信される
。このように警告を受けて、７１０において、ＲＭはリソースデータを永続的状態にする
ことによってプリペアを行い、その結果、各リソース中のこのデータは、「コミットされ
」または「ロールバックされる」ことが可能になる。プリペアが行われると、７１５にお
いて、ＲＭはこの対応するトランザクションマネージャのＴＸに対して確認メッセージを
送信する。
【００５６】
　「コミット」フェーズ７２０は、このトランザクションが解決すると実施され、それに
よって７２５においてこのトランザクションマネージャのＴＸは、各関連付けられたＲＭ
に対して「コミットされ」または「アボート／ロールバックされた」トランザクション結
果を送信する。次いで、ＲＭは、この結果を関連付けられたログに記録し、この基礎とな
るリソースデータは、このトランザクション結果に従ってコミットされ、あるいはロール
バックされる。代替的な実施形態においては、このトランザクションについてのデータが
永続的でない揮発性のエンリストメントを可能とすることができ、したがってこのデータ
は、ログ記録もされず、また復元もされない。
【００５７】
　カーネルレベル上のトランザクションマネージメントは、それだけには限定されないが
　Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）Ｗｉｎ３２（登録商標）アプリケーションプログラミ
ングインターフェースおよびＭｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標
）オペレーティングシステムを含めてシステムアーキテクチャに適用可能なＡＰＩ（ａｐ
ｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｐｒｏｇｒａｍ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅアプリケーションプログラム
インターフェース）を利用することによって実装することができる。本明細書中で説明し
ているＡＰＩは、ハンドルベースのインターフェースを介して表示され、「ハンドル」は
、ＡＰＩを対象とするオブジェクトを参照する。さらに、非同期式のオペレーションが明
示的に要求されない限り、各カーネルオブジェクト上、特にＴＸおよびＲＭＯ上のオペレ
ーションは、同期式である。さらにまた、トランザクションの異なる実施形態に対応する
オペレーションは、本明細書中で説明している１つまたは複数のＡＰＩの様々な組合せに
よって実装することができる。すなわち、一部の実施形態では、本明細書中で説明してい
るＡＰＩのすべてを使用することができるが、他の実施形態では、それらの様々な組合せ
を使用することができる。
【００５８】
　ＴＸカーネルオブジェクト上でオペレーションを実装するＡＰＩ、およびこのＡＰＩの
機能の対応する記述が、以下に提供される（この関連するルーチンのさらに詳細な記述も
、以下にさらに提供される）。
【００５９】
　・ＰｒｅｐｒｅｐａｒｅＥｎｌｉｓｔｍｅｎｔ：「フェーズ０」の処理としても知られ
ており、ＴＸがすべての関連するＲＭに対してプリプリペアメッセージを送信することを
要求する。
【００６０】
　・ＰｒｅｐａｒｅＥｎｌｉｓｔｍｅｎｔ：ＴＸがすべてのエンリストされたＲＭに対し
てプリペア要求を送信することを要求する。
【００６１】
　・ＣｒｅａｔｅＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎ：新しいＴＸをオープンする。
【００６２】
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　・ＯｐｅｎＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎ：既存のＴＸをオープンする。
【００６３】
　・ＣｏｍｍｉｔＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎ：ＴＸがコミットされることを要求する。
【００６４】
　・ＲｏｌｌｂａｃｋＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎ：ＴＸがこのトランザクションをアボート
またはロールバックすることを要求する。
【００６５】
　・ＳａｖｅｐｏｉｎｔＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎ：ＴＸがこのトランザクションの状態を
保存することを要求する。
【００６６】
　・ＧｅｔＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＩｎｆｏ：このＴＸについての情報を検索する。
【００６７】
　・ＳｅｔＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＩｎｆｏ：このＴＸについての情報を設定する。
【００６８】
　ＲＭＯカーネルオブジェクト上でオペレーションを実装するために利用されるＡＰＩ、
およびこのＡＰＩの機能の対応する記述が、以下に提供される（この関連するルーチンの
さらに詳細な記述も、以下にさらに提供される）。
【００６９】
　ＣｒｅａｔｅＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒ：リソースを表す新しいＲＭＯを作成す
る。
【００７０】
　　ＯｐｅｎＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒ：既存のＲＭＯをオープンする。
【００７１】
　　ＤｅｓｔｒｏｙＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒ：ＲＭＯを破壊し、したがってＲＭ
Ｏを非永続的なものにする。
【００７２】
　　ＧｅｔＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＩｎｆｏ：ＲＭＯについての情報を検索する
。
【００７３】
　　ＳｅｔＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＩｎｆｏ：ＲＭＯについての情報を設定する
。
【００７４】
　　ＣｒｅａｔｅＥｎｌｉｓｔｍｅｎｔ：ＲＭＯをトランザクションに参加させ、関連し
た通知を検索する。
【００７５】
　　ＧｅｔＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒ：使用可能なＲＭ
通知を照会し戻す。
【００７６】
　トランザクションに参加した後、ＲＭＯカーネルオブジェクトによってＴＸカーネルオ
ブジェクト上でオペレーションを実装するために利用されるＡＰＩ、およびこのＡＰＩの
機能の対応する記述が、以下に提供される（この関連するルーチンのさらに詳細な記述も
、以下にさらに提供される）。
【００７７】
　・ＰｒｅＰｒｅｐａｒｅＣｏｍｐｌｅｔｅ：対応するトランザクションマネージャが要
求するときに、ＲＭがプリプリペアを完了していることを示す。
【００７８】
　・ＰｒｅｐａｒｅＣｏｍｐｌｅｔｅ：対応するトランザクションマネージャが要求する
ときに、ＲＭがトランザクションのプリペアを完了していることを示す。
【００７９】
　・ＲｏｌｌｂａｃｋＣｏｍｐｌｅｔｅ：対応するトランザクションマネージャが要求す
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るときに、ＲＭが実行されたトランザクション作業のロールバックを完了していることを
示す。
【００８０】
　・ＣｏｍｍｉｔＣｏｍｐｌｅｔｅ：対応するトランザクションマネージャが要求すると
きに、ＲＭがトランザクション作業のコミットを完了していることを示す。
【００８１】
　残念ながら、トランザクションマネージメントを実装するために利用されるＴＸ、ＲＭ
Ｏ、およびＥＮに関連するＡＰＩは、様々なセキュリティ攻撃に対して１つまたは複数の
カーネルオブジェクトをさらすこともある。例えば、悪意のあるまたは不正なＲＭが、ト
ランザクション中にそれ自体をエンリストしてファンクション呼出しに決して応答しない
ことによってサービス拒否攻撃を引き起こし、あるいは、代わりにトランザクションアボ
ートを強制することができる。したがって、図６をまた参照すると、さらなる例示の実施
例は、安全なカーネルレベルの分散トランザクションを対象としている。
【００８２】
　図６の実施形態の一例はさらに、各カーネルオブジェクトの少なくとも１つに対してＡ
ＣＬ（ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｌｉｓｔアクセスコントロールリスト）を含むこ
とができるセキュリティデスクリプタ（ｓｅｃｕｒｉｔｙ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ）を適
用することにより、ぜい弱なカーネルオブジェクトに対するセキュリティソリューション
を提供する。
【００８３】
　第１のデバイスにおいては、ＡＣＬ６６０はＴＸ６１０に適用され、ＡＣＬ６６５はＲ
ＭＯ６１５に適用され、ＡＣＬ６７０はＥＮ６２０に適用される。第２のデバイスにおい
ては、ＡＣＬ６７５はＴＸ６４０に適用され、ＡＣＬ６８０はＲＭＯ６４５に適用され、
ＡＣＬ６８５はＥＮ６５０に適用される。
【００８４】
　ＡＣＬは、特定のユーザまたはユーザグループが特定のオブジェクト上で行使すること
を許可または拒否される「権利（ｒｉｇｈｔ）」を定義する。より詳細には、図８の実施
例ＡＣＬ８１０に示すように、カーネルオブジェクトに適用またはアタッチされるＡＣＬ
は、対応するＳＩＤ（ｓｅｃｕｒｉｔｙ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒセキュリティ識別子）お
よび対応する１組の権利を含む少なくともＡＣＥ（ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｅｎ
ｔｒｙアクセス制御エントリ）を含んでいる。図８のＡＣＥエントリ１～１２は、それぞ
れ対応するＳＩＤ１～１２、および対応するＲＩＧＨＴ１～１２を含んでいる。
【００８５】
　ＳＩＤ１～１２は、このＡＣＬが適用されるカーネルオブジェクト上でオペレーション
、または一連のオペレーションを実装しようと試みることができるユーザまたはユーザグ
ループを識別する。ＲＩＧＨＴ１～１２は、このＳＩＤによって識別されるユーザまたは
ユーザグループがこの各カーネルオブジェクト上で実施することができるオペレーション
または一連のオペレーションを指定し、さらにこの識別されたユーザまたはユーザグルー
プへのこのようなオペレーションまたは複数のオペレーションのアクセス可能性を指定す
る。すなわち、ＲＩＧＨＴ１～１２は、識別されたユーザまたはユーザグループが、指定
されたオペレーションを実施することが許可されること、あるいは、この指定されたユー
ザまたはユーザグループが、指定されたオペレーションを実施することが禁止されること
を示すことができる。
【００８６】
　以下は、ＴＸに対して適用されるＡＣＬにおいてＲＩＧＨＴ１～１２が指定することが
できるオペレーションの例のリストであり、このオペレーションの機能の記述が後に続い
ている。ＲＩＧＨＴ１～１２はさらに、この対応するＳＩＤによって識別されるユーザま
たはユーザグループに対してＴＸ上でこのオペレーションが許可または拒否されることを
指定する。
【００８７】
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　・ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＱＵＥＲＹ＿ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ：ＴＸについての情
報を獲得する。
【００８８】
　・ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＳＥＴ＿ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ：ＴＸについての情報を
設定する。
【００８９】
　・ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＥＮＬＩＳＴ：このトランザクション中のＴＸ上にエンリ
ストする。
【００９０】
　・ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＣＯＭＭＩＴ：ＴＸに関連するすべてのデータアップデー
トを永続的にする。
【００９１】
　・ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＲＯＬＬＢＡＣＫ：ＴＸ上でこのオペレーションをアボー
ト、すなわちロールバックする。
【００９２】
　・ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＰＲＯＰＡＧＡＴＥ：ＴＸから別のオブジェクトへとデー
タを伝送する。
【００９３】
　・ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＳＡＶＥＰＯＩＮＴ：このトランザクションの最新ポイン
トを保存する。
【００９４】
　・ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＭＡＲＳＨＡＬ：このトランザクションに関するデータを
別のデバイスへと伝送する。
【００９５】
　以下は、ＲＭＯに対して適用されるＡＣＬにおいてＲＩＧＨＴ１～１２が指定すること
ができるオペレーションの例のリストであり、このオペレーションの機能の記述が後に続
いている。ＲＩＧＨＴ１～１２はさらに、この対応するＳＩＤによって識別されるユーザ
またはユーザグループに対してＲＭＯ上でこのオペレーションが許可または拒否されるこ
とを指定する。
【００９６】
　・ＲＥＳＯＵＲＣＥＭＡＮＡＧＥＲ＿ＱＵＥＲＹ＿ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ：ＲＭＯに
ついての情報を獲得する。
【００９７】
　・ＲＥＳＯＵＲＣＥＭＡＮＡＧＥＲ＿ＳＥＴ＿ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ：ＲＭＯについ
ての情報を設定する。
【００９８】
　・ＲＥＳＯＵＲＣＥＭＡＮＡＧＥＲ＿ＲＥＣＯＶＥＲ：トランザクションの失敗の瞬間
におけるトランザクションの状態を決定する。
【００９９】
　・ＲＥＳＯＵＲＣＥＭＡＮＡＧＥＲ＿ＥＮＬＩＳＴ：トランザクションにおいてＲＭＯ
をエンリストする。
【０１００】
　・ＲＥＳＯＵＲＣＥＭＡＮＡＧＥＲ＿ＧＥＴ＿ＮＯＴＩＦＩＣＡＴＩＯＮ：トランザク
ションマネージャからのトランザクションの解決に応じて通知を受信する。
【０１０１】
　・ＲＥＳＯＵＲＣＥＭＡＮＡＧＥＲ＿ＲＥＧＩＳＴＥＲ＿ＰＲＯＴＯＣＯＬ：このトラ
ンザクションにおいてＲＭＯがサポートするプロトコルを登録する。
【０１０２】
　・ＲＥＳＯＵＲＣＥＭＡＮＡＧＥＲ＿ＣＯＭＰＬＥＴＥ＿ＰＲＯＰＡＧＡＴＩＯＮ：ト
ランザクションの解決に従ってリソースを設定する。
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【０１０３】
　以下は、ＥＮに対して適用されるＡＣＬにおいてＲＩＧＨＴ１～１２が指定することが
できるオペレーションの例のリストであり、このオペレーションの機能の記述が後に続い
ている。ＲＩＧＨＴ１～１２はさらに、この対応するＳＩＤによって識別されるユーザま
たはユーザグループに対してＥＮ上でこのオペレーションが許可または拒否されることを
指定する。
【０１０４】
　・ＥＮＬＩＳＴＭＥＮＴ＿ＱＵＥＲＹ＿ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ：ＥＮについての情報
を獲得する。
【０１０５】
　・ＥＮＬＩＳＴＭＥＮＴ＿ＳＥＴ＿ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ：ＥＮについての情報を設
定する。
【０１０６】
　・ＥＮＬＩＳＴＭＥＮＴ＿ＲＥＣＯＶＥＲ：トランザクションの失敗の瞬間におけるエ
ンリストメントの状態を決定する。
【０１０７】
　・ＥＮＬＩＳＴＭＥＮＴ＿ＲＥＦＥＲＥＮＣＥ：エンリストメントキーを取得し、参照
（または逆参照）する。
【０１０８】
　・ＥＮＬＩＳＴＭＥＮＴ＿ＳＵＢＯＲＤＩＮＡＴＥ＿ＲＩＧＨＴＳ：このトランザクシ
ョンをロールバックし、通知に応答する。
【０１０９】
　・ＥＮＬＩＳＴＭＥＮＴ＿ＳＵＰＥＲＩＯＲ＿ＲＩＧＨＴＳ：トランザクション中でプ
リプリペアオペレーション、プリペアオペレーション、または上位ロールバックオペレー
ションを開始するなど、上位トランザクションマネージャが実施するはずのオペレーショ
ンを実施する。
【０１１０】
　したがって、各カーネルオブジェクトＴＸ、ＲＭＯ、およびＥＮはそれぞれそれに適用
されるＡＣＬを有することができる。このように、ＡＰＩがこれらのカーネルオブジェク
トのそれぞれ１つの上にあるオペレーションを開始しようと試みるときに、このＡＰＩが
起源とするユーザまたはユーザグループに対して、このオペレーションが許可または拒否
されるかどうかを判定して、このＡＣＬに従う必要がある。
【０１１１】
　より詳細には、オペレーションを実施するためのハンドルがオープンされるとき、この
ＡＰＩに対応するユーザまたはユーザグループはこのＡＣＬ中のＳＩＤに対して検査され
、許可されたオペレーションのリストが生成され、このＡＰＩによって指定されるこのオ
ペレーションは所与のハンドル上のこのＳＩＤに対して許可されたオペレーションに対し
て検査される。
【０１１２】
　カーネルオブジェクトの間のトランザクションマネージメントをセキュリティ保護し、
セキュリティパラメータを強要する代替的な実施形態は、このＭｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録
商標）Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）オペレーティングシステム用のセキュリティモデルに
よるトランザクションに参加することができるカーネルオブジェクトにセキュリティデス
クリプタを適用する工程を含んでいる。
【０１１３】
　上述のように、これらのＡＰＩは、ハンドルベースのインターフェースとして表示され
、このインターフェースを利用してこのセキュリティモデルを実装する。以上でリストア
ップしたＴＸカーネルオブジェクト上でオペレーションを実装するこれらのＡＰＩのより
詳細な記述が、以下に含まれている。これらの記述は、このルーチン、対応する引数、お
よびリターン値の記述を含んでいる。
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【０１１４】
　PreprepareEnlistment
　　（IN PHANDLE　　TransactionHandle；
　　　IN PHANDLE　　ResourceManagerHandle）。
【０１１５】
　・このルーチンは、すべての関連するＲＭに対してプリプリペア要求（Ｐｒｅ－Ｐｒｅ
ｐａｒｅ　ｒｅｑｕｅｓｔ）を発行することによってトランザクションが「プリプリペア
される」ことを要求する。プリプリペアは、このトランザクションが、下流のＲＭがもは
や変更を受け入れることができないというプリペア状態（Ｐｒｅｐａｒｅｄ　ｓｔａｔｅ
）に入る以前に、キャッシュに似た特性を有するＲＭにそのキャッシュを、可能であれば
他のＲＭに対してフラッシュする機会を許可する。
【０１１６】
　・このルーチンが呼び出されず、トランザクション参加者がフェーズ０の処理を要求し
ている場合、プリペア（Ｐｒｅｐａｒｅ）が受信されるときに要求されるように、プリプ
リペア要求が発行される。しかし、ＰｒｅｐｒｅｐａｒｅＥｎｌｉｓｔｍｅｎｔが存在し
ない場合には、キャッシュに似たＲＭを含む一部の構成では、分散シナリオにおいて、不
必要なトランザクションロールバックが引き起こされることもある。
【０１１７】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：プリプリペアすべきトランザクションを示す
ハンドルを与える。
【０１１８】
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅ：このトランザクションをプリプリペ
アしている上位－ＴＭ／ＣＲＭに対してハンドルを与える。この上位－ＴＭ／ＣＲＭだけ
が、このトランザクション上でＰｒｅｐａｒｅＥｎｌｉｓｔｍｅｎｔ、Ｓｕｐｅｒｉｏｒ
ＣｏｍｍｉｔＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎ、およびＳｕｐｅｒｉｏｒＲｏｌｌｂａｃｋＴｒａ
ｎｓａｃｔｉｏｎを呼び出すことが可能になる。
【０１１９】
　・リターン値：
【０１２０】
【表８】

【０１２１】
　PrepareEnlistment
　　（IN PHANDLE　　TransactionHandle、
　　　IN PHANDLE　　ResourceManagerHandle）；
　・このルーチンは、すべてのその関連付けられたＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒに対
してプリペア要求（Ｐｒｅｐａｒｅ　ｒｅｑｕｅｓｔ）を発行することによって、トラン
ザクションが「プリペアされる」ことを要求する。この要求は、２相コミットプロトコル
を開始する。
【０１２２】
　・ＰｒｅｐａｒｅＥｎｌｉｓｔｍｅｎｔを発行するトランザクション参加者は、トラン
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ザクションオブジェクトをシステムまたはアプリケーションがクラッシュしても生き残る
ことになる永続的状態にする。このような参加者は、どのようなタイプの失敗の後にもこ
のトランザクション上でリカバリ（ｒｅｃｏｖｅｒｙ）を実施して、結果を送付する。こ
の要件を満たすのに失敗すると、リソースのリーク、ならびに矛盾したトランザクション
の結果がもたらされることもある。
【０１２３】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：プリペアすべきトランザクションについての
ハンドルを与える。
【０１２４】
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅ：このトランザクションをプリペアし
ているＴＭに対して、ハンドルを与える。このトランザクションが（Ｐｒｅｐｒｅｐａｒ
ｅＥｎｌｉｓｔｍｅｎｔに対するコールを介して）プリプリペアされている場合には、Ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅは、ＰｒｅｐｒｅｐａｒｅＥｎｌｉｓｔｍｅ
ｎｔに対する呼出し中で使用された上位－ＴＭ／ＣＲＭとマッチングする。さらに、この
ＡＰＩをコールする上位－ＴＭ／ＣＲＭだけが、このトランザクション上でＳｕｐｅｒｉ
ｏｒＣｏｍｍｉｔｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎおよびＳｕｐｅｒｉｏｒＲｏｌｌｂａｃｋＴｒ
ａｎｓａｃｔｉｏｎを呼び出すことが許可されることになる。
【０１２５】
　・リターン値：
【０１２６】

【表９】

【０１２７】
　CreateTransaction
　　（OUT PHANDLE　　　　　　　TransactionHandle、
　　　IN ULONG　　　　　　　　 DesiredAccess
　OPTIONAL；
　　　IN POBJECT_ATTRIBUTES　　ObjectAttributes
　OPTIONAL；
　　　IN ULONG　　　　　　　　 CreateOptions
　OPTIONAL；
　　　IN PHANDLE　　　　　　　 ResourceManagerHandle
　OPTIONAL；
　　　IN NOTIFICATION_MASK　　 NotificationMask
　OPTIONAL；
　　　IN LPVOID　　　　　　　　TransactionKey
　OPTIONAL）。
【０１２８】
　・このルーチンは、新しいトランザクションオブジェクトを作成し、この新しいオブジ
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ェクトにハンドルを戻す。
【０１２９】
　・代わりに（ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅパラメータが指定される場
合）、このルーチンは、それが正常に作成された後に、このトランザクション上で「ジョ
イン（Ｊｏｉｎ）」オペレーションを実施する。
【０１３０】
　クライアントは、ＣｌｏｓｅＨａｎｄｌｅＡＰＩを使用してこのトランザクションハン
ドルをクローズする。この最後のトランザクションハンドルが、いずれかがこのトランザ
クション上でＣｏｍｍｉｔＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎを呼び出すことなくクローズする場合
には、このトランザクションは、暗黙的にロールバックされる。
【０１３１】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：この新しいトランザクションに対するハンド
ルを受信することになるロケーションにポインタを与える。
【０１３２】
　　ＤｅｓｉｒｅｄＡｃｃｅｓｓ：この所望のアクセスレベルを指定するマスクを与える
。この有効なアクセスマスクの選択肢には、以下のものがある。：
　　　ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ　　このハンドル上で同期オペレーションを実施すること
ができる。
【０１３３】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＣＯＭＭＩＴ　　このハンドルを使用してトランザクシ
ョンをコミットすることができる。
【０１３４】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＰＲＥＰＡＲＥ　　このハンドルを使用してトランザク
ションをコミットすることができる。
【０１３５】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＲＯＬＬＢＡＣＫ　　このハンドルを使用してトランザ
クションをアボートすることができる。
【０１３６】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＳＡＶＥＰＯＩＮＴ　　このハンドルを使用してこのト
ランザクションについてのセーブポイントを作成することができる。
【０１３７】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＪＯＩＮ　　このハンドルを使用してこのトランザクシ
ョンをＲＭとして加えることができる。
【０１３８】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＲＥＡＤ＿ＡＴＴＲＩＢＵＴＥＳ　　トランザクション
に関連する属性を読み取ることができる。
【０１３９】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＷＲＩＴＥ＿ＡＴＴＲＩＢＵＴＥＳ　　トランザクショ
ンに関連する属性を書き込むことができる。
【０１４０】
　　ＯｂｊｅｃｔＡｔｔｒｉｂｕｔｅｓ：オプションのオブジェクト属性構造に、ポイン
タを与える。
【０１４１】
　　ＣｒｅａｔｅＯｐｔｉｏｎｓ　　オプションのトランザクションフラグを与える。有
効な作成フラグ選択肢は以下を含んでいる。
【０１４２】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＣＲＥＡＴＥ＿ＰＲＥＳＵＭＥＤ＿ＮＯＴＨＩＮＧ　　
「何も想定しない（ｐｒｅｓｕｍｅｄ　ｎｏｔｈｉｎｇ）」トランザクションを作成する
。
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【０１４３】
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅ：指定されたトランザクションについ
ての通知を受信するＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒにハンドルを与える。
【０１４４】
　　ＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎＭａｓｋ：このＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒがこのト
ランザクションに関して受信したい通知を指定する。
【０１４５】
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＫｅｙ：このＲＭがこのトランザクションについての任意の
通知とともに受信をしたい不明瞭なポインタ値を指定する。このＲＭは、このポインタ値
を使用して通知をこのＲＭのアドレス空間中のあるオブジェクトに関連づけることができ
、それによって通知が行われるたびにルックアップを実行する必要をなくすることができ
る。
【０１４６】
　・リターン値：
【０１４７】
【表１０】

【０１４８】
　OpenTransaction
　　（OUT PHANDLE　　　　　　　TransactionHandle、
　　　IN ACCESS_MASK　　　　　 DesiredAccess、
　　　IN POBJECT_ATTRIBUTES　　ObjectAttributes、
　　　IN PHANDLE　　　　　　　 ResourceManagerHandle
　optional、
　　　IN NOTIFICATION_MASK　　 NotificationMask
　optional、
　　　IN LPVOID　　　　　　　　TransactionKey
　optional）；
　・このルーチンは、既存のトランザクションオブジェクトを調べ、ハンドルをこのトラ
ンザクションに戻す。この呼出し元は、ＯｂｊｅｃｔＡｔｔｒｉｂｕｔｅｓのＯｂｊｅｃ
ｔＮａｍｅフィールド中においてＧＵＩＤのストリング表現を指定する。
【０１４９】
　・代わりに（このＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅパラメータが指定され
る場合）、このルーチンはまた、それがオープンされた後にこのトランザクション上で「
ジョイン」オペレーションを実施する。
【０１５０】
　・クライアントは、ＣｌｏｓｅＨａｎｄｌｅＡＰＩを使用してこのトランザクションハ
ンドルをクローズする。この最後のトランザクションハンドルが、どれかがこのトランザ
クション上でＣｏｍｍｉｔＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎをコールすることなくクローズする場
合には、このトランザクションは、暗黙的にロールバックされたトランザクションである
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。
【０１５１】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：このオープンオペレーションが成功する場合
に、このトランザクションに対するハンドルを受信することになるロケーションにポイン
タを与える。
【０１５２】
　　ＤｅｓｉｒｅｄＡｃｃｅｓｓ：この所望のアクセスレベルを指定するマスクを与える
。
【０１５３】
　　ＯｂｊｅｃｔＡｔｔｒｉｂｕｔｅｓ：オプションのオブジェクト属性構造にポインタ
を与える。
【０１５４】
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅ：この指定されたトランザクションに
ついての通知を受信するＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒにハンドルを与える。
【０１５５】
　　ＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎＭａｓｋ：このＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒがこのト
ランザクションに関して受信することができる通知を指定する。
【０１５６】
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＫｅｙ：このＲＭがこのトランザクションについての任意の
通知とともに受信したい不明瞭なポインタ値をオプション的に指定する。このＲＭは、こ
のポインタ値を使用して通知をこのＲＭのアドレス空間中のあるオブジェクトに関連づけ
ることができ、それによって通知が行われるたびにルックアップを実行する必要をなくす
ることができる。
【０１５７】
　・リターン値：
【０１５８】
【表１１】

【０１５９】
　CommitTransaction
　　（IN PHANDLE　　TransactionHandle
　　　IN ULONG　　　CommitOptions　　Optional）；
　・このルーチンは、ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅに関連するこのトランザクシ
ョンがコミットされることを要求する。オープンまたは作成されている任意のトランザク
ションハンドルは、Ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎ＿Ｃｏｍｍｉｔ　Ｄｅｓｉｒｅｄ　Ａｃｃｅ
ｓｓを用いてコミットすることができる。トランザクションの作成者だけがそれをコミッ
トすることが可能であることを提示する制約は、存在していないからである。
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【０１６０】
　・問題のトランザクションが、以前にＰｒｅｐａｒｅＥｎｌｉｓｔｍｅｎｔ要求を発行
していない場合に、２相コミットプロトコルは、すべてのエンリストされたＲＭ上で開始
することができる。この呼出しは、このクライアントによって発行されている１相コミッ
ト要求と考えることができる。
【０１６１】
　・このトランザクションが以前にＰｒｅｐａｒｅＥｎｌｉｓｔｍｅｎｔを介してプリペ
アされている場合には、このルーティング（ｒｏｕｔｉｎｇ）は、呼び出されない。Ｐｒ
ｅｐａｒｅＥｎｌｉｓｔｍｅｎｔを呼び出したＲＭだけが、このルーチンＳｕｐｅｒｉｏ
ｒＣｏｍｍｉｔＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎを使用して、このトランザクション状態を解決す
ることができる。
【０１６２】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：コミットすべきトランザクションを示すハン
ドルを与える。
【０１６３】
　　ＣｏｍｍｉｔＯｐｔｉｏｎｓ：ＣＯＭＭＩＴ＿ＲＥＴＡＩＮＩＮＧトランザクション
がコミットされることになる。
【０１６４】
　・リターン値：
【０１６５】

【表１２】

【０１６６】
　RollbackTransaction
　　（IN PHANDLE　　　　　　TransactionHandle、
　　　IN SAVEPOINT　　　　　SavePoint　　　　 Optional、
　　　IN ROLLBACK_REASON　　RollbackReason　　Optional）；
　・このルーチンは、ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅに関連するこのトランザクシ
ョンをロールバックすることを要求する。このオプションのＳａｖｅＰｏｉｎｔが指定さ
れ、有効なセーブポイントである場合、このロールバックは、部分的なロールバックでも
よい。ＮＵＬＬのＳａｖｅＰｏｉｎｔ引数は、このトランザクションが完全にロールバッ
クまたはアボートされるべきことを示す。オプションのＲｏｌｌｂａｃｋＲｅａｓｏｎ構
造を与えることができる。これは、トランザクションオブジェクト中に保持されることに
なり、ＧｅｔＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎに対する呼出しを介して関
心のあるトランザクション参加者は検索することができる。
【０１６７】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：ロールバックすべきトランザクションを示す
ハンドルを与える。
【０１６８】
　　ＳａｖｅＰｏｉｎｔ：どこまでトランザクションの状態をロールバックすべきかを示
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すＳａｖｅＰｏｉｎｔネームを与える。
【０１６９】
　　ＲｏｌｌｂａｃｋＲｅａｓｏｎ：ロールバックリーズン（ｒｏｌｌｂａｃｋ　ｒｅａ
ｓｏｎ）を与える。
【０１７０】
　・リターン値：
【０１７１】
【表１３】

【０１７２】
　SavePointTransaction
　　（IN PHANDLE　　　　 TransactionHandle、
　　　IN ULONG　　　　　 SavePointFlags　　Optional、
　　　OUT LPSAVEPOINT　　SavePoint）；
　・このルーチンは、「セーブポイント」がＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅに関連
付けられたトランザクションについて生成されることを要求する。このセーブポイントは
、後続のロールバック要求に対するターゲットとして使用される。
【０１７３】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：セーブポイントを確立すべき対象のトランザ
クションを示すハンドルを与える。
【０１７４】
　　ＳａｖｅＰｏｉｎｔＦｌａｇｓ：このセーブポイントの生成に影響を及ぼす１組のフ
ラグをオプション的に与える。
【０１７５】
　　ＳａｖｅＰｏｉｎｔ：セーブポイント識別子が記憶されるロケーションにポインタを
与える。
【０１７６】
　・リターン値：
【０１７７】

【表１４】
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【０１７８】
　QueryInformationTransaction
　　（IN  HANDLE　　　　　　　　　　　TransactionHandle、
　　　IN TRANSACTION_INFORMATION_CLASS
　TransactionInformationClass、
　　　OUT PVOID
　TransactionInformation、
　　　IN ULONG
　TransactionInformationLength、
　　　OUT PULONG　　　　　　　　　　　ReturnLength Optional);
　・このルーチンは、ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅによって表されるトランザク
ションオブジェクトについての要求された情報を戻す。
【０１７９】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：情報が要求されているトランザクションを示
すハンドルを与える。
【０１８０】
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＣｌａｓｓ：このトランザクション
オブジェクトについてのどのクラスの情報が要求されているかを示す。
【０１８１】
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：要求されているこのトランザクシ
ョン情報が記憶されるバッファに対してポインタを与える。
【０１８２】
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＬｅｎｇｔｈ：Ｔｒａｎｓａｃｔｉ
ｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎによってポイントされるバッファの長さを示す。
【０１８３】
　　ＲｅｔｕｒｎＬｅｎｇｔｈ：このＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎバ
ッファに書き込まれる情報の長さを受信することになるロケーションにポインタを与える
。
【０１８４】
　・リターン値：
【０１８５】
【表１５】

【０１８６】
　SetInformationTransaction
　　（IN HANDLE　　　　　　　　　　TransactionHandle、
　　　IN TRANSACTION_INFORMATION_CLASS
　TransactionInformationClass、　　IN PVOID
　　　TransactionInformation、
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　　　IN ULONG
　　　TransactionInformationLength）；
　・このルーチンはＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅによって表されるこのトランザ
クションオブジェクトについてこの要求された情報を設定する。
【０１８７】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：どの情報が修正されることになるかをこのト
ランザクションに示すハンドルを与える。
【０１８８】
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＣｌａｓｓ：このトランザクション
オブジェクトについてのどのクラスの情報が要求されているかを示す。
【０１８９】
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：要求されるこのトランザクション
情報が記憶されるバッファにポインタを与える。
【０１９０】
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＬｅｎｇｔｈ：Ｔｒａｎｓａｃｔｉ
ｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎによってポイントされるバッファの長さを示す。
【０１９１】
　　ＲｅｔｕｒｎＬｅｎｇｔｈ：このＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎバ
ッファに書き込まれる情報の長さを受信することになるロケーションにポインタを与える
。
【０１９２】
　・リターン値：
【０１９３】
【表１６】

【０１９４】
　以下は、以上でリストアップした、ＲＭＯカーネルオブジェクト上でオペレーションを
実装するＡＰＩのより詳細な記述を含んでいる。これらの記述は、このルーチン、対応す
る引数、およびリターン値の記述を含んでいる。
【０１９５】
　CreateResourceMnager
　　（OUT PHANDLE　　　　　　　　　 ResourceManagerHandle、
　　　IN ACCESS_MASK　　　　　　　　DesiredAccess
　　　Optional、
　　　IN POBJECT_ATTRIBUTES　　　　 ObjectAttributes、
　　　IN ULONG　　　　　　　　　　　CreateOptions
　　　Optional、
　　　IN RM_NOTIFICATION_ROUTINE　　NotificationRoutine
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　　　Optional）；
　・このルーチンは、リソースを表す新しいＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒオブジェク
トを作成する。
【０１９６】
　・ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒオブジェクトは、このＲＭが参加したという、トラ
ンザクションに関するＴＭ通知についてのエンドポイントとしての役割も果たす。ＲＭは
、ＧｅｔＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒを呼び出すことによ
ってこれらの通知を要求する。
【０１９７】
　・ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒは、通常は永続的なオブジェクトであり、すなわち
このオブジェクトは、（システムまたはＲＭの）あらゆる失敗の後に再オープンされ、リ
カバリを実施する必要がある。ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒオブジェクトの過渡的な
バージョンは、このオプションＲＥＳＯＵＲＣＥＭＡＮＡＧＥＲ＿ＮＯ＿ＲＥＣＯＶＥＲ
Ｙを指定することによって作成することができる。過渡的なＲＭは、リカバリを実施する
ように義務づけられておらず、また許可されてもいない。このリカバリ不可能なＲＭオプ
ションにより、この十分複雑なログ記録をとるプリペアを実装する必要なしに、またリカ
バリを実施することもなしに、アプリケーションまたはＲＭはトランザクションの進行（
例えば、ＰＲＥＰＲＥＰＡＲＥ、ＰＲＥＰＡＲＥ、ＣＯＭＭＩＴ）についての通知を受信
できるようになる。
【０１９８】
　・引数：
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅ：この新しいＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎ
ａｇｅｒに対するハンドルを受信することになるロケーションにポインタを与える。
【０１９９】
　　ＤｅｓｉｒｅｄＡｃｃｅｓｓ：所望のアクセスレベルを指定するマスクを与える。有
効なアクセスマスクの選択肢を以下に示す。：
　　　ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ：ハンドル上でオペレーションを同期させる。
【０２００】
　　　ＲＥＳＯＵＲＣＥ　ＭＡＮＡＧＥＲ＿ＤＥＳＴＲＯＹ：このリソースマネージャを
破壊する。
【０２０１】
　　　ＲＥＳＯＵＲＣＥ　ＭＡＮＡＧＥＲ＿ＲＥＡＤ＿ＡＴＴＲＩＢＵＴＥＳ：リソース
マネージャに関連する属性を読み取る。
【０２０２】
　　　ＲＥＳＯＵＲＣＥ　ＭＡＮＡＧＥＲ＿ＷＲＩＴＥ＿ＡＴＴＲＩＢＵＴＥＳ：リソー
スマネージャに関連する属性を書き込む。
【０２０３】
　　ＯｂｊｅｃｔＡｔｔｒｉｂｕｔｅｓ：この新しいＲＭオブジェクトについての属性を
指定する。この属性は、ＲＭネームを含んでいる。
【０２０４】
　　ＣｒｅａｔｅＯｐｔｉｏｎｓ：この作成されたオブジェクトについてのオプションを
指定する。
【０２０５】
　　　ＲＥＳＯＵＣＥＭＡＮＡＧＥＲ＿ＮＯ＿ＲＥＣＯＶＥＲＹ：ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａ
ｎａｇｅｒオブジェクトは、非永続的であり、リカバリを実施しない。
【０２０６】
　　　ＲＥＳＯＵＣＥＭＡＮＡＧＥＲ＿ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ
Ｍａｎａｇｅｒは、他のコンピュータに対してどのように通信を行うかを知っている。Ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒを使用してトランザクションをマーシャリングまたはアン
マーシャリングする（ｕｎｍａｒｓｈａｌｌ）ことができる。
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【０２０７】
　　　ＲＥＳＯＵＲＣＥＭＡＮＡＧＥＲ＿ＣＬＵＳＴＥＲ＿ＲＥＣＯＶＥＲＹ：Ｒｅｓｏ
ｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒは、失敗している可能性のあるファイルをログ記録した結果をど
のようにして読み取り、このクラスタ中の他のノードに送付するべきかを知っている。Ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒを使用してクラスタ中のトランザクションをリカバリする
ことができる。
【０２０８】
　　ＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎＲｏｕｔｉｎｅ：通知がこのＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇ
ｅｒにとって使用可能であるときに呼び出すべき通知ルーチンを指定する。
【０２０９】
　・リターン値：
【０２１０】
【表１７】

【０２１１】
　OpenResourceManager
　　（OUT PHANDLE　　　　　　　　　ResourceManagerHandle、
　　　IN ACCESS_MASK　　　　　　　 DesiredAccess
　　　Optional、
　　　IN POBJECT_ATTRIBUTES　　　　ObjectAttributes、
　　　IN ULONG　　　　　　　　　　 OpenOptions
　　　Optional、
　　　IN RM_NOTIFICATION_ROUTINE　　　　NotificationRoutine、
　　　Optional）。
【０２１２】
　・このルーチンは、名前によって既存のＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒオブジェクト
をオープンする。ターゲットのＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒオブジェクトが永続的で
あるが、現在オープンされていない場合、このオブジェクトは最初に「リカバリする」状
態にあり、リカバリされる必要がある。リカバリが完了した後に、ＲｅｃｏｖｅｒｙＣｏ
ｍｐｌｅｔｅＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒを呼び出す必要がある。
【０２１３】
　・引数：
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅ：既存のＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇ
ｅｒオブジェクトに対するハンドルを受信することになるロケーションにポインタを与え
る。
【０２１４】
　　ＤｅｓｉｒｅｄＡｃｃｅｓｓ：このオブジェクトに対する所望のアクセスを指定する
マスクを与える。
【０２１５】
　　ＯｂｊｅｃｔＡｔｔｒｉｂｕｔｅｓ：この新しいＲＭオブジェクトについての属性を
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【０２１６】
　　ＯｐｅｎＯｐｔｉｏｎｓ：このオブジェクトについてのオプションを指定する。有効
なオプションは、以下を含んでいる。
【０２１７】
　　　ＲＥＳＯＵＲＣＥ＿ＭＡＮＡＧＥＲ＿ＤＥＴＡＩＬＥＤ＿ＲＥＣＯＶＥＲＹ＿ＮＯ
ＴＩＦＩＣＡＴＩＯＮＳ：このリソースマネージャは、通常のリカバリ通知の代わりに、
（通信エンドポイントについての追加の情報を伴う）詳細なリカバリ通知を受信する。
【０２１８】
　　ＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎＲｏｕｔｉｎｅ：通知が、このＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａ
ｇｅｒにとって使用可能であるときに、呼び出されることになる通知ルーチンを指定する
。
【０２１９】
　・リターン値：
【０２２０】
【表１８】

【０２２１】
　DestroyResourceManager
　　（IN PHANDLE　　ResourceManagerHandle）；
　・このルーチンは、ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒオブジェクトを破壊し、それがも
はや永続的でないようにする。
【０２２２】
　・引数：
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅ：破壊すべきＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎ
ａｇｅｒオブジェクトを指示するハンドルを与える。
【０２２３】
　・リターン値：
【０２２４】
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【表１９】

【０２２５】
　QueryInformationResourceManager
　　（IN HANDLE　　　　　　　　　　　　ResourceManagerHandle、
　　　IN RESOURCEMANAGER_INFORMATION_CLASS
　　　ResourceManagerInformationClass、
　　　OUT PVOID　　　　　　　　　　　　ResourceManagerInformation、
　　　IN ULONG
　　　ResourceManagerInformationLength、
　　　OUT PULONG　　　　　　　　　　　　ReturnLength Optional)。
【０２２６】
　・このルーチンは、ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅによって表されるＲ
ＭＯについてのこの要求された情報を戻す。
【０２２７】
　・引数：
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅ：情報が要求されているこのＲｅｓｏ
ｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒを示すハンドルを与える。
【０２２８】
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＣｌａｓｓ：このＲｅｓｏ
ｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒオブジェクトについてのどのクラスの情報が要求されているかを
示す。
【０２２９】
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：要求されるこのＲｅｓｏ
ｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒ情報が記憶されることになるバッファにポインタを与える。
【０２３０】
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＬｅｎｇｔｈ：Ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅＭａｎａｇｅｒＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎによってポイントされるバッファの長さを
示す。
【０２３１】
　　ＲｅｔｕｒｎＬｅｎｇｔｈ：ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＩｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎバッファに書き込まれる情報の長さを受信するロケーションにポインタを与える。
【０２３２】
　・リターン値：
【０２３３】
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【表２０】

【０２３４】
　SetInformationResourceManager
　　（IN HANDLE　　ResourceManagerHandle、
　　　IN RESOURCEMANAGER_INFORMATION_CLASS
　　　　　　　　　　　　　　ResourceManagerInformationClass、
　　　IN PVOID　　 ResourceManagerInformation、
　　　IN ULONG　　 ResourceManagerInformationLength）；
　・このルーチンはＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅによって表されるＲＭ
Ｏについてのこの要求された情報を設定する。
【０２３５】
　・引数：
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅ：情報が修正されているこのＲｅｓｏ
ｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒを示すハンドルを与える。
【０２３６】
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＣｌａｓｓ：このＲｅｓｏ
ｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒオブジェクトについてのどのクラスの情報が要求されているかを
示す。
【０２３７】
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：要求されるこのＲｅｓｏ
ｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒ情報が記憶されるバッファにポインタを与える。
【０２３８】
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＬｅｎｇｔｈ：Ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅＭａｎａｇｅｒＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎによってポイントされるバッファの長さを
示す。
【０２３９】
　・リターン値：
【０２４０】
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【表２１】

【０２４１】
　CreateEnlistment
　　（IN PHANDLE　　　　　　　ResourceManagerHandle、
　　　IN PHANDLE　　　　　　　TransactionHandle、
　　　IN NOTIFICATION_MASK　　NotificationMask、
　　　IN LPVOID　　　　　　　 TransactionKey Optional);
　・このルーチンは、ＲＭＯを特定のトランザクションに結合（ｊｏｉｎｔ）させ、それ
に関連した通知を受信する。
【０２４２】
　・このＣｒｅａｔｅＥｎｌｉｓｔｍｅｎｔ呼出しは、べき等（ｉｄｅｍｐｏｔｅｎｔ）
であり、ＲＭはこのルーチンを複数回呼び出して、そのＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎＭａｓ
ｋまたはＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＫｅｙを変更することができる。ＣｒｅａｔｅＥｎｌｉ
ｓｔｍｅｎｔに対する後続の呼出しは、このトランザクション上で新しいエンリストメン
トを作成せずに通知マスクおよびトランザクションキーを置換する。
【０２４３】
　・ＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎＭａｓｋを使用して通知が複数回受信されることを要求す
ることができる。例えば、ＰＲＥＰＲＥＰＡＲＥ通知を受信するＲＭは、ＪｏｉｎＴｒａ
ｎｓａｃｔｉｏｎを呼び出し、ＰＲＥＰＲＥＰＡＲＥフラグを指定することによって別の
通知を要求することができる。したがって、ＲＭは、複数のＰＲＥＰＲＥＰＡＲＥ要求を
受信することができる。このような要求は拒絶されることもあり、このトランザクション
が、この要求された通知が受信されているはずのポイントを以前に進んでいる場合には、
これは望ましいこともある。例えば、あるＲＭが既にＰＡＲＥに通知されているときに、
ＰＲＥＰＲＥＰＡＲＥを要求することは認められない。
【０２４４】
　・引数：
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅ：ＲＭにハンドルを供給してこの指定
されたトランザクションについての通知を受信する。
【０２４５】
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：このＲＭが参加することを望むトランザクシ
ョンに対してハンドルを与える。
【０２４６】
　　ＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎＭａｓｋ：ＲＭがこのトランザクションに関して受信した
いと思う通知を指定する。有効なマスクは、以下のようになっており、これらは一緒にＯ
Ｒをとることもできる。
【０２４７】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＮＯＴＩＦＹ＿ＭＡＳＫ＿ＲＭ：ＲＭ（ＰＲＥＰＡＲＥ
、ＣＯＭＭＩＴ、ＲＯＬＬＢＡＣＫ、ＳＡＶＥＰＯＩＮＴ）が望む一般の通知。
【０２４８】
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　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＮＯＴＩＦＹ＿ＭＡＳＫ＿ＣＲＭ：ＣＲＭまたは上位Ｔ
Ｍ（ＰｒｅＰｒｅｐａｒｅ＿Ｃｏｍｐｌｅｔｅ、ＰｒｅｐａｒｅＣｏｍｐｌｅｔｅ、Ｃｏ
ｍｍｉｔＣｏｍｐｌｅｔｅ、ＲｏｌｌｂａｃｋＣｏｍｐｌｅｔｅ、ＳａｖｅｂａｃｋＣｏ
ｍｐｌｅｔｅ）が望む一般の通知。
【０２４９】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＮＯＴＩＦＹ＿ＰＲＥＰＲＥＰＡＲＥ：ＰｒｅＰｒｅｐ
ａｒｅに対する通知。
【０２５０】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＮＯＴＩＦＹ＿ＰＲＥＰＡＲＥ：ＰＲＥＰＡＲＥに対す
る通知。
【０２５１】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＮＯＴＩＦＹ＿ＣＯＭＭＩＴ：ＣＯＭＭＩＴに対する通
知。
【０２５２】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＮＯＴＩＦＹ＿ＲＯＬＬＢＡＣＫ：ＲＯＬＬＢＡＣＫに
対する通知。
【０２５３】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＮＯＴＩＦＹ＿ＰＲＥＰＲＥＰＡＲＥ＿ＣＯＭＰＬＥＴ
Ｅ：ＰＲＥＰＲＥＰＡＲＥが完了しているという通知。
【０２５４】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＮＯＴＩＦＹ＿ＰＲＥＰＡＲＥ＿ＣＯＭＰＬＥＴＥ：Ｐ
ＲＥＰＡＲＥが完了しているという通知。
【０２５５】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＮＯＴＩＦＹ＿ＣＯＭＭＩＴ＿ＣＯＭＰＬＥＴＥ：ＣＯ
ＭＭＩＴが完了しているという通知。
【０２５６】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＮＯＴＩＦＹ＿ＲＯＬＬＢＡＣＫ＿ＣＯＭＰＬＥＴＥ：
ＲＯＬＬＢＡＣＫが完了しているという通知。
【０２５７】
　　　ＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＮＯＴＩＦＹ＿ＳＡＶＥＰＯＩＮＴ＿ＣＯＭＰＬＥＴＥ
：ＳＡＶＥＰＯＩＮＴが完了しているという通知。
【０２５８】
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＫｅｙ：ＲＭがこのトランザクションについての任意の通知
とともに受信したいと思う不明瞭なポインタ値を指定する。このＲＭは、このポインタ値
を使用して通知をこのＲＭアドレス空間中のあるオブジェクトに関連づけ、それによって
通知が行われるたびにルックアップを実施する必要をなくすることができる。
【０２５９】
　・リターン値：
【０２６０】
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【表２２】

【０２６１】
　GetNotificationResourceManager
　　（IN PHANDLE　　　　　　　　　　　ResourceManagerHandle、
　　　IN PTRANSACTION_NOTIFICATION　　TransactionNotification、
　　　IN PLARGE_INTEGER　　　　　　　 Timeout Optional);
　・どれかが使用可能な場合、このルーチンは、ＲＭ通知を照会し、戻す。
【０２６２】
　・引数：
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒＨａｎｄｌｅ：通知を戻す対象のＲｅｓｏｕｒｃｅ
Ｍａｎａｇｅｒを示すハンドルを与える。
【０２６３】
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ：この第１の使用可能な通知で満
たすべきＴＲＡＮＳＡＣＴＩＯＮ＿ＮＯＴＩＦＩＣＡＴＩＯＮ構造にポインタを与える。
【０２６４】
　　Ｔｉｍｅｏｕｔ：使用可能になる通知を待ちながら、それ以降、呼出し側はブロック
したいと考える時刻を与える。このタイムアウトが満了するときに何も使用可能でない場
合には、この呼出し側は、ＳＴＡＴＵＳ＿ＴＩＭＥＯＵＴと共に戻る。
【０２６５】
　・リターン値：
【０２６６】

【表２３】

【０２６７】
　以上でリストアップした、トランザクションに参加した後にＲＭＯカーネルオブジェク
トによってＴＸカーネル上でオペレーションを実装するこれらのＡＰＩのより詳細な記述
が、以下に含まれている。この記述は、このルーチン、対応する引数、およびリターン値
を含んでいる。
【０２６８】
　PrePrepareComplete
　　（IN PHANDLE　　EnlistmentHandle）；
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　・このルーチンは、このＫＴＭが要求するときに、ＲＭがトランザクションのプリプリ
ペア処理（別名「フェーズ０」）を完了していることを示す。
【０２６９】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：このプリプリペアオペレーションが完了して
いるトランザクションを示すハンドルを与える。
【０２７０】
　・リターン値：
【０２７１】
【表２４】

【０２７２】
　PrepareComplete
　　（IN PHANDLE　　EnlistmentHandle）；
　・このルーチンは、ＫＴＭが要求するときに、このＲＭがトランザクションのプリペア
を完了していることを示す。
【０２７３】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：このプリペアオペレーションが完了している
トランザクションを示すハンドルを与える。
【０２７４】
　・リターン値：
【０２７５】

【表２５】

【０２７６】
　RollbackComplete
　　（IN PHANDLE　　EnlistmentHandle）；
　・このルーチンは、要求されたように、ＲＭがトランザクションによって実施される作
業のロールバックを正常に完了していることを示す。ＲＭが、要求されたようにこのトラ
ンザクションを正常にロールバックすることができない場合には、ＲＭは、Ｒｏｌｌｂａ
ｃｋＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎを介して完全なロールバックを求める要求を発行すべきであ
る。
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【０２７７】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：このロールバックオペレーションが完了して
いるトランザクションを示すハンドルを与える。
【０２７８】
　・リターン値：
【０２７９】
【表２６】

【０２８０】
　CommitComplete
　　（IN PHANDLE　　EnlistmentHandle）；
　・このルーチンは、要求されたように、ＲＭが、トランザクションによって実施される
作業のコミットを完了していることを示す。
【０２８１】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：このコミットオペレーションが完了している
トランザクションを示すハンドルを与える。
【０２８２】
　・リターン値：
【０２８３】

【表２７】

【０２８４】
　さらに、伝搬ルーチン（ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｒｏｕｔｉｎｅ）をこのカーネルオ
ブジェクトについて提供することができる。このようなルーチンの実施例を以下に示す。
【０２８５】
　RegisterProtocolAddressInformation
　　（IN HANDLE　　　　 ResourceManager、
　　　IN PROTOCOL_ID　　ProtocolId、
　　　IN ULONG　　　　　ProtocolInformationSize、
　　　IN PVOID　　　　　ProtocolInformation　　Optional)。
【０２８６】
　・このルーチンは、リソースマネージャを特定のプロトコルに対する通信リソースマネ
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ージャとして登録する。このルーチンはまた、情報のブロブをこのプロトコルに関連づけ
る。ただ１つのリソースマネージャしか、所与のマシン上のあるプロトコルに対して登録
をすることができない。
【０２８７】
　・引数：
　　ＲｅｓｏｕｒｃｅＭａｎａｇｅｒ：登録中のリソースマネージャにハンドルを与える
。
【０２８８】
　　ＰｒｏｔｏｃｏｌＩｄ：このプロトコルを識別するＧＵＩＤ。
【０２８９】
　　ＰｒｏｔｏｃｏｌＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＳｉｚｅ：ＰｒｏｔｏｃｏｌＩｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎのサイズ。
【０２９０】
　　ＰｒｏｔｏｃｏｌＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：このプロトコルに関連するオプションの
ブロブ。
【０２９１】
　・リターン値：
【０２９２】
【表２８】

【０２９３】
　MarshallTransaction
　　（IN PHANDLE　　TransactionHandle、
　　　IN ULONG　　　　　 NumberOfProtocols、
　　　IN PPROTOCOL_ID　　ProtocolArray、
　　　IN ULONG　　　　　 BufferLength、
　　　IN PVOID　　　　　 Buffer、
　　　OUT PULONG　　　　 BufferUsed Optional)。
【０２９４】
　・このルーチンは、ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅに対応するこのトランザクシ
ョンの表現がバッファ中に直列に配列されることを要求する。
【０２９５】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：このコミットオペレーションが完了している
トランザクションを示すハンドルを与える。
【０２９６】
　　ＮｕｍｂｅｒＯｆＰｒｏｔｏｃｏｌｓ：このプロトコルアレイのサイズを示す。
【０２９７】
　　ＰｒｏｔｏｃｏｌＡｒｒａｙ：このトランザクションをマーシャリングするために使
用することができるプロトコルを指定するＰＲＯＴＯＣＯＬ＿ＩＤ（ＧＵＩＤ）のアレイ
。このアレイは、プリファランス（ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）によって順序づけすべきであ
る（このアレイ中の第１のプロトコルは、優先のプロトコルであり、第２のプロトコルは
、第２最優先のプロトコルであるなど）。
【０２９８】
　　ＢｕｆｆｅｒＬｅｎｇｔｈ：使用可能なバッファの長さを与える。
【０２９９】
　　Ｂｕｆｆｅｒ：このトランザクションの直列配列を記憶すべきバッファにポインタを
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与える。
【０３００】
　　ＢｕｆｆｅｒＵｓｅｄ：バッファ中に書き込まれる実際のバイトを記憶すべきロケー
ションにポインタを与える。
【０３０１】
　・リターン値：
【０３０２】
【表２９】

【０３０３】
　GetProtocolAddressInformation
　　（IN ULONG　　　AddressBufferSize、
　　　OUT PVOID　　 AddressBuffer、
　　　OUT PULONG　　AddressBufferUsed Optional）。
【０３０４】
　・このルーチンは、このマシン上ですべての登録済みのプロトコルを表現する情報が、
ＡｄｄｒｅｓｓＢｕｆｆｅｒ中で、直列に配列されることを要求する。次いでこの情報を
別のマシンに渡し、これをＰｕｓｈＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎに対する引数として使用して
ＡｄｄｒｅｓｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎが生成されるマシンに対してトランザクションを
転送（ｐｕｓｈ）することができる。
【０３０５】
　・引数：
　　ＡｄｄｒｅｓｓＢｕｆｆｅｒＳｉｚｅ：使用可能なバッファの長さを与える。
【０３０６】
　　ＡｄｄｒｅｓｓＢｕｆｆｅｒ：使用可能なバッファの長さを与える。
【０３０７】
　　ＡｄｄｒｅｓｓＢｕｆｆｅｒＵｓｅｄ：このトランザクションの直列配列が記憶され
るバッファのロケーションにポインタを与える。
【０３０８】
　・リターン値：
【０３０９】
【表３０】

【０３１０】
　PullTransaction
　　（OUT PHANDLE　　　　　　TransactionHandle、
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　　　IN ULONG　　　　　　　 NumberOfProtocols、
　　　IN PCRM_PROTOCOL_ID　　ProtocolArray、
　　　IN ULONG　　　　　　　 BufferLength、
　　　IN PVOID　　　　　　　 Buffer）。
【０３１１】
　・このルーチンは、バッファ中の直列配列によって表現されるトランザクションが、ト
ランザクションマネージャにより使用可能になることを要求する。このトランザクション
が、登録済みのリソースマネージャのうちの１つによって正常に伝搬された後に、この新
しいトランザクションオブジェクトに対するハンドルが戻される。
【０３１２】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：この新しいトランザクションを表すハンドル
が記憶されるべきところにポインタを与える。
【０３１３】
　　ＮｕｍｂｅｒＯｆＰｒｏｔｏｃｏｌｓ：このプロトコルアレイのサイズを示す。
【０３１４】
　　ＰｒｏｔｏｃｏｌＡｒｒａｙ：このトランザクションをマーシャリングするために使
用することができるプロトコルを指定するＰＲＯＴＯＣＯＬ＿ＩＤ（ＧＵＩＤ）のアレイ
。このアレイは、プリファランスによって順序づけすべきである（このアレイ中の第１の
プロトコルは、優先のプロトコルであり、第２のプロトコルは、第２最優先のプロトコル
であるなど）。
【０３１５】
　　ＢｕｆｆｅｒＬｅｎｇｔｈ：使用可能なバッファの長さを与える。
【０３１６】
　　Ｂｕｆｆｅｒ：このトランザクションの直列配列が記憶されるバッファにポインタを
与える。
【０３１７】
　・リターン値：
【０３１８】
【表３１】

【０３１９】
　PushTransaction
　　（IN HANDLE　　　　　　　TransactionHandle、
　　　IN ULONG　　　　　　　 NumberOfProtocols、
　　　IN PCRM_PROTOCOL_ID　　ProtocolArray、
　　　IN ULONG　　　　　　　 DestinationInfoLength、
　　　IN PVOID　　　　　　　 DestinationInfo、
　　　IN ULONG　　　　　　　 ResponseBufferLength、
　　　OUT PVOID　　　　　　　ResponseBuffer、
　　　OUT PULONG　　　　　　 ResponseBufferUsed Optional、
　　　OUT PULONG　　　　　　 PushCookie Optional)。
【０３２０】
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　・このルーチンは、このトランザクションが、プッシュスタイルの伝搬を使用して宛先
マシンに伝搬されることを要求する。プロトコルは、ＰｒｏｔｏｃｏｌＡｒｒａｙ中にリ
ストされる順序で、成功するまで使用されることになる。この宛先マシンへ伝搬する際に
どのプロトコルでもうまくいかない場合には、このルーチンはｆａｉｌｕｒｅを戻すこと
になる。
【０３２１】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：このリモートマシンに伝搬すべきこのトラン
ザクションオブジェクトにポインタを与える。
【０３２２】
　　ＤｅｓｔｉｎａｔｉｏｎＩｎｆｏＬｅｎｇｔｈ：使用可能なＤｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ
ＩｎｆｏＬｅｎｇｔｈの長さを与える。
【０３２３】
　　ＤｅｓｔｉｎａｔｉｏｎＩｎｆｏ：この宛先についての「エンドポイント」情報が記
憶されるバッファに対してポインタを与える。これは、この宛先マシン上のＧｅｔＰｒｏ
ｔｏｃｏｌＡｄｄｒｅｓｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎに対する呼出から受信される出力とす
ることができる。
【０３２４】
　　ＲｅｓｐｏｎｓｅＢｕｆｆｅｒＬｅｎｇｔｈ：使用可能なＲｅｓｐｏｎｓｅＢｕｆｆ
ｅｒの長さを与える。
【０３２５】
　　ＲｅｓｐｏｎｓｅＢｕｆｆｅｒ：このトランザクションの直列配列が記憶されるバッ
ファにポインタを与える。
【０３２６】
　　ＰｕｓｈＣｏｏｋｉｅ：このプッシュ要求を表すクッキーが記憶されることになるバ
ッファにポインタを与える。
【０３２７】
　・リターン値：
【０３２８】
【表３２】

【０３２９】
　GetPushTransactionBuffer
　　（IN HANDLE　　 TransactionHandle、
　　　IN ULONG　　　PushCookie、
　　　IN ULONG　　　ResponseBufferLength、
　　　OUT PVOID　　 ResponseBuffer、
　　　OUT PULONG　　ResponseBufferUsed Optional)。
【０３３０】
　・ＰｕｓｈＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎに対する初期呼出しが、ＳＴＡＴＵＳ＿ＢＵＦＦＥ
Ｒ＿ＴＯＯ＿ＳＭＡＬＬリターンコードを受信した場合に、この呼出しを使用してＰｕｓ
ｈＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎに対する呼出しの出力を検索する。この場合には、呼出し側は
、ＧｅｔＰｕｓｈＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＢｕｆｆｅｒをコールし、十分なバッファサイ
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【０３３１】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：この新しいトランザクションを表すハンドル
が記憶されるロケーションにポインタを与える。
【０３３２】
　　ＢｕｆｆｅｒＬｅｎｇｔｈ：使用可能なバッファの長さを与える。
【０３３３】
　　Ｂｕｆｆｅｒ：このトランザクションの直列配列が記憶されるバッファにポインタを
与える。
【０３３４】
　・リターン値：
【０３３５】
【表３３】

【０３３６】
　PropagationComplete
　　（IN HANDLE　　EnlistmentHandle、
　　　IN ULONG　　 RequestCookie、
　　　IN ULONG　　 BufferLength、
　　　IN PVOID　　 Buffer）。
【０３３７】
　・トランザクションの伝搬を正常に完了した後に、このルーチンは、ＣＲＭによって呼
出される。
【０３３８】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：この新しいトランザクションを表すハンドル
を記憶すべきロケーションにポインタを与える。
【０３３９】
　　ＲｅｑｕｅｓｔＣｏｏｋｉｅ：どの要求が完了しているかを示すために、この元のＰ
ＲＯＰＡＧＡＴＥ通知の引数中で受信されたこのＲｅｑｕｅｓｔＣｏｏｋｉｅを与える。
【０３４０】
　　ＢｕｆｆｅｒＬｅｎｇｔｈ：使用可能なこのバッファの長さを与える。
【０３４１】
　　Ｂｕｆｆｅｒ：このトランザクションの直列配列が記憶されるバッファにポインタを
与える。
【０３４２】
　・リターン値：
【０３４３】
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【表３４】

【０３４４】
　PropagationFailed
　　（IN HANDLE　　ResourceManagerHandle、
　　　IN ULONG　　 RequestCookie、
　　　IN STATUS　　PropStatus）。
【０３４５】
　・ＣＲＭは、このルーチンを使用して要求されたときにこのトランザクションを伝搬す
ることに失敗していることを示す。
【０３４６】
　・引数：
　　ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＨａｎｄｌｅ：この新しいトランザクションを表すハンドル
を記憶すべきロケーションにポインタを与える。
【０３４７】
　　ＢｕｆｆｅｒＬｅｎｇｔｈ：使用可能なこのバッファの長さを与える。
【０３４８】
　　Ｂｕｆｆｅｒ：このトランザクションの直列配列が記憶されるバッファにポインタを
与える。
【０３４９】
　・リターン値：
【０３５０】

【表３５】

【０３５１】
　実施例のコンピューティング環境
　図９は、一般的なコンピュータ環境９００を示しており、このコンピュータ環境を使用
して本明細書中で説明している技術を実装することができる。このコンピュータ環境９０
０は、コンピューティング環境の一実施例にすぎず、コンピュータおよびネットワークア
ーキテクチャの利用範囲あるいは機能について、どのような限定も示唆するものではない
。また、このコンピュータ環境９００は、この実施例のコンピュータ環境９００において
示されたコンポーネントのうちのどの１つまたは組合せに関してもどのような依存性また
は要件を有するものとも解釈すべきではない。
【０３５２】
　コンピュータ環境９００は、コンピュータ９０２の形態の汎用コンピューティングデバ
イスを含んでいる。コンピュータ９０２のコンポーネントは、それだけには限定されない
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が、１つまたは複数のプロセッサまたは処理装置９０４と、システムメモリ９０６と、プ
ロセッサ９０４を含めて様々なシステムコンポーネントをシステムメモリ９０６に結合す
るシステムバス９０８とを含むことが可能である。
【０３５３】
　システムバス９０８は、メモリバスまたはメモリコントローラ、周辺バス、アクセラレ
ーティドグラフィックスポート（ａｃｃｅｌｅｒａｔｅｄ　ｇｒａｐｈｉｃｓ　ｐｏｒｔ
）、および様々なバスアーキテクチャのうちのどれかを使用したプロセッサバスまたはロ
ーカルバスを含めて、いくつかのタイプのバス構造のうちの１つまたは複数のいずれかを
表す。実施例として、このようなアーキテクチャは、ＩＳＡバス、ＭＣＡバス、ＥＩＳＡ
（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＩＳＡ拡張ＩＳＡ）バス、ＶＥＳＡ（Ｖｉｄｅｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏ
ｎｉｃｓ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎビデオエレクトロニクス規格協会
）ローカルバス、メザニンバスとしても知られているＰＣＩバス、ＰＣＩエクスプレス（
Ｅｘｐｒｅｓｓ）バス、ＵＳＢ、ＳＤ（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉｇｉｔａｌセキュアデジタル
）バス、またはＩＥＥＥ１３９４バス、すなわちファイヤワイヤ（ＦｉｒｅＷｉｒｅ）を
含んでいる。
【０３５４】
　コンピュータ９０２は、様々なコンピュータ読取り可能媒体を含むこともできる。この
ような媒体は、コンピュータ９０２によってアクセス可能な任意の入手可能な媒体とする
ことが可能であり、揮発性媒体も不揮発性媒体も、着脱可能媒体も着脱不能媒体も含んで
いる。
【０３５５】
　システムメモリ９０６は、ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙランダ
ムアクセスメモリ）９１０などの揮発性メモリ、および／またはＲＯＭ（ｒｅａｄ　ｏｎ
ｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ読取り専用メモリ）９１２やフラッシュＲＡＭなどの不揮発性メモリ
の形態のコンピュータ読取り可能媒体を含んでいる。起動中などにコンピュータ９０２内
の要素間で情報を転送する助けをする基本ルーチンを含むＢＩＯＳ（Ｂａｓｉｃ　ｉｎｐ
ｕｔ／ｏｕｔｐｕｔ　ｓｙｓｔｅｍ基本入出力システム）９１４は、ＲＯＭ９１２または
フラッシュＲＡＭに記憶される。ＲＡＭ９１０は、一般に処理装置９０４によって直ちに
アクセス可能な、かつ／または現在操作されているデータおよび／またはプログラムモジ
ュールを含んでいる。
【０３５６】
　コンピュータ９０２は、他の着脱可能／着脱不能の揮発性／不揮発性のコンピュータス
トレージ媒体を含むこともできる。実施例として、図９は、着脱不能の不揮発性の磁気媒
体（図示せず）から読み取りそれに書き込むためのハードディスクドライブ９１６、着脱
可能な不揮発性の磁気ディスク９２０（例えば、「フロッピー（登録商標）ディスク」）
から読み取りそれに書き込むための磁気ディスクドライブ９１８、およびＣＤ－ＲＯＭ、
ＤＶＤ－ＲＯＭ、他の光媒体など着脱可能な不揮発性の光ディスク９２４から読み取りま
たはそれに書き込みあるいはその両方を行うための光ディスクドライブ９２２を示してい
る。ハードディスクドライブ９１６、磁気ディスクドライブ９１８、および光ディスクド
ライブ９２２は、それぞれ１つまたは複数のデータ媒体インターフェース９２５によって
システムバス９０８に接続されている。代わりに、ハードディスクドライブ９１６、磁気
ディスクドライブ９１８、および光ディスクドライブ９２２は、１つまたは複数のインタ
ーフェース（図示せず）によってシステムバス９０８に接続することもできる。
【０３５７】
　これらのディスクドライブおよびこれらの関連するコンピュータ読取り可能媒体は、コ
ンピュータ９０２用のコンピュータ読取り可能命令、データ構造、プログラムモジュール
、および他のデータの不揮発性ストレージを提供する。この実施例では、ハードディスク
９１６、着脱可能磁気ディスク９２０、および着脱可能光ディスク９２４が示されている
が、磁気カセットまたは他の磁気ストレージデバイス、フラッシュメモリカード、ＣＤ－
ＲＯＭ、ＤＶＤ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓｋデジタル多用途ディス
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ク）または他の光ストレージ、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（
ＲＯＭ）、ＥＥＰＲＯＭ（ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　ｅｒａｓａｂｌｅ　ｐｒｏｇｒａ
ｍｍａｂｌｅ　ｒｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ電気的消去可能プログラム可能読取り
専用メモリ）など、コンピュータによってアクセス可能なデータを記憶することができる
他のタイプのコンピュータ読取り可能媒体を利用してこの実施例のコンピューティングシ
ステムおよびコンピューティング環境を実装することもできることが理解されよう。
【０３５８】
　実施例としてオペレーティングシステム９２６、１つまたは複数のアプリケーションプ
ログラム９２８、他のプログラムモジュール９３０、およびプログラムデータ９３２を含
めて、任意数のプログラムモジュールをハードディスク９１６、磁気ディスク９２０、光
ディスク９２４、ＲＯＭ９１２、および／またはＲＡＭ９１０に記憶することができる。
このようなオペレーティングシステム９２６、１つまたは複数のアプリケーションプログ
ラム９２８、他のプログラムモジュール９３０、およびプログラムデータ９３２（または
それらの何らかの組合せ）のそれぞれは、前述の実施形態の例に従ってトランザクション
を実行して、分散ファイルシステムをサポートする存在するコンポーネントのすべてまた
は一部分を実装することができる。
【０３５９】
　ユーザは、キーボード９３４やポインティングデバイス９３６（例えば、「マウス」）
などの入力デバイスを介してコマンドおよび情報をコンピュータ９０２に入力することが
できる。他の入力デバイス９３８（詳細には示さず）は、マイクロフォン、ジョイスティ
ック、ゲームパッド、サテライトディッシュ、シリアルポート、および／またはスキャナ
などを含むことができる。これらおよび他の入力デバイスは、システムバス９０８に結合
された入出力インターフェース９４０を介して処理装置９０４に接続されるが、パラレル
ポート、ゲームポート、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）など他のインターフェース
およびバス構造によって接続することもできる。
【０３６０】
　モニタ９４２または他のタイプのディスプレイデバイスも、ビデオアダプタ９４４など
のインターフェースを介してシステムバス９０８に接続することができる。モニタ９４２
に加えて、他の出力周辺デバイスには、Ｉ／Ｏインターフェース９４０を介してコンピュ
ータ９０２に接続することができるスピーカ（図示せず）やプリンタ９４６などのコンポ
ーネントも含めることが可能である。
【０３６１】
　コンピュータ９０２は、リモートコンピューティングデバイス９４８など１台または複
数台のリモートコンピュータに対する論理接続を使用してネットワーク環境で動作するこ
とが可能である。実施例として、リモートコンピューティングデバイス９４８は、ＰＣ、
ポータブルコンピュータ、サーバ、ルータ、ネットワークコンピュータ、ピアデバイス、
または他の共通ネットワークノードなどとすることが可能である。リモートコンピューテ
ィングデバイス９４８は、コンピュータ９０２に対して本明細書中で説明しているエレメ
ントおよび特徴の多くまたはすべてを含むことができるポータブルコンピュータとして示
されている。代わりに、コンピュータ９０２は、非ネットワーク環境でも同様に動作する
ことができる。
【０３６２】
　コンピュータ９０２とリモートコンピュータ９４８の間の論理接続は、ローカルエリア
ネットワーク（ＬＡＮ）９５０および一般的なワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）９５
２として示されている。このようなネットワーキング環境はオフィス、企業規模のコンピ
ュータネットワーク、イントラネット、およびインターネットにおいて一般的なものであ
る。
【０３６３】
　ＬＡＮネットワーキング環境中で実装されるとき、コンピュータ９０２は、ネットワー
クインターフェースまたはネットワークアダプタ９５４を介してローカルネットワーク９
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５０に接続される。ＷＡＮネットワーキング環境中で実装されるときには、コンピュータ
９０２は、一般にワイドネットワーク９５２上で通信を確立するためのモデム９５６また
は他の手段を含んでいる。コンピュータ９０２に内蔵または外付けにすることができるモ
デム９５６は、Ｉ／Ｏインターフェース９４０または他の適切なメカニズムを介してシス
テムバス９０８に接続することができる。ここに示すネットワーク接続は実施例であり、
コンピュータ９０２と９４８との間で少なくとも１つの通信リンクを確立する他の手段を
使用することもできる。
【０３６４】
　コンピューティング環境９００と共に示すネットワーク環境などのネットワーク環境に
おいて、コンピュータ９０２に関連して示すプログラムモジュールまたはその一部分は、
リモートメモリストレージデバイスに記憶することができる。実施例として、リモートア
プリケーションプログラム９５８は、リモートコンピュータ９４８のメモリデバイス上に
存在する。例示のために、アプリケーションまたはプログラム、およびこのオペレーティ
ングシステムなど他の実行可能なプログラムコンポーネントは、本明細書中では個別のブ
ロックとして示されているが、かかるプログラムおよびコンポーネントは、コンピューテ
ィングデバイス９０２の異なるストレージコンポーネント中にいろいろな時刻に存在し、
このコンピュータの少なくとも１つのデータプロセッサによって実行されることが理解さ
れよう。
【０３６５】
　様々なモジュールおよび技法は、１台または複数台のコンピュータまたは他のデバイス
によって実行される、プログラムモジュールなどのコンピュータ実行可能命令の一般的な
状況において本明細書中において説明することができる。一般に、プログラムモジュール
は、特定のタスクを実施し、または特定の抽象データ型を実装するルーチン、プログラム
、オブジェクト、コンポーネント、データ構造などを含んでいる。これらのプログラムモ
ジュールなどは、仮想マシンや他のジャストインタイムコンパイル実行環境などの中で、
ネイティブコード（ｎａｔｉｖｅ　ｃｏｄｅ）として実行し、またはダウンロードし実行
することができる。一般に、プログラムモジュールの機能は、様々な実施形態において必
要に応じて組み合わせ、または分散させることができる。
【０３６６】
　これらのモジュールおよび技法の実装は、コンピュータ読取り可能媒体の何らかの形態
上に記憶し、またはその形態に渡って伝送することができる。コンピュータ読取り可能媒
体は、コンピュータによりアクセスすることが可能な任意の使用可能な媒体とすることが
可能である。実施例として、限定するものではないが、コンピュータ読取り可能媒体は、
「コンピュータストレージ媒体」と「通信媒体」を含むことができる。
【０３６７】
　「コンピュータストレージ媒体」は、コンピュータ読取り可能命令、データ構造、プロ
グラムモジュール、または他のデータなどの情報の記憶のための任意の方法または技術に
より実装される揮発性および不揮発性の、着脱可能および着脱不能の媒体を含んでいる。
コンピュータストレージ媒体は、それだけには限定されないが、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭ、フラッシュメモリもしくは他のメモリ技術、ＣＤ－ＲＯＭ、デジタル多用途ディ
スク（ＤＶＤ）もしくは他の光ストレージ、磁気カセット、磁気テープ、磁気ディスクス
トレージ、もしくは他の磁気ストレージデバイス、または所望の情報を記憶するために使
用することができコンピュータによりアクセスすることが可能な他の任意の媒体を、含ん
でいる。
【０３６８】
　「通信媒体」は一般に、搬送波や他の搬送メカニズムなどの被変調データ信号の形で、
コンピュータ読取り可能命令、データ構造、プログラムモジュール、または他のデータを
実施する。通信媒体は、任意の情報配信媒体も含んでいる。用語「被変調データ信号」は
、信号中の情報を符号化するようにしてその信号中の１つまたは複数のその特性が設定あ
るいは変更された信号を意味する。非限定的な実施例にすぎないが、通信媒体には、有線
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体などの無線媒体が含まれる。以上のうちの任意の組合せもまた、コンピュータ読取り可
能媒体の範囲内に含まれる。
【０３６９】
　本明細書全体を通して、「一実施形態（ｏｎｅ　ｅｍｂｏｄｉｍｅｎｔ）」、「一実施
形態（ａｎ　ｅｍｂｏｄｉｍｅｎｔ）」または「実施形態の一例（ａｎ　ｅｘａｍｐｌｅ
　ｅｍｂｏｄｉｍｅｎｔ）」と言及しているが、これらは、説明している特定の機能、構
成、または特徴が本発明の少なくとも一実施形態中に含まれることを意味する。したがっ
て、このようなフレーズの使用によって、ただ１つの実施形態を超えたものについて言及
することができる。さらに、この説明される機能、構成、または特徴は、１つまたは複数
の実施形態において適切な任意の方法で組み合わせることができる。
【０３７０】
　しかし、本発明は、１つまたは複数の特定の細部によらなくても、あるいは、他の方法
、リソース、材料などを用いても実行することができることは当業者に理解されるだろう
。他の事例においては、本発明の態様を単にあいまいにしてしまうことがないように、よ
く知られている構成、リソース、またはオペレーションを詳細に示さず、または説明して
いない。
【０３７１】
　本発明の実施形態の例および用途について例示し説明してきたが、本発明は上述の正確
な構成およびリソースに限定されるものでないことを理解されたい。本明細書中に開示し
ている本発明の方法およびシステムの構成、オペレーション、および細部において、請求
している本発明の範囲を逸脱することなく、当業者にとって明らかな様々な修正、変更、
および変形を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０３７２】
【図１】トランザクション処理リモートファイルオペレーションを使用することができる
システムの一実施例を示す図である。
【図２】図１のシステムのクライアントおよびサーバのコンポーネントの一実施例を示す
図である。
【図３】図２のクライアントとサーバの間のトランザクション処理リモートファイルオペ
レーションについての実施例の処理フローを示す図である。
【図３Ａ】図２のクライアントとサーバの間のトランザクション処理リモートファイルオ
ペレーションについての実施例の処理フローを示す図である。
【図４】図２のクライアントおよびサーバによる複数のリモートファイルアクセスの一実
施例を示す図である。
【図５】ネットワーク上のトランザクションの２相コミットを実施するための一実施例の
処理フローを示す図である。
【図６】トランザクション管理を実装するためのコンポーネントの一実施例を示す図であ
る。
【図７】カーネルレベルトランザクションについての一実施例処理フローを示す図である
。
【図８】セキュリティフィーチャの一実施例を示す図である。
【図９】様々な実施形態による、本明細書中で説明される技法を実装するために使用する
ことができる一般的なコンピュータ環境を示す図である
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